
レーザビームレコーダ

　1.　概　要

　（1）設置の目的

　レーザビームレコーダ（以下ＬＢＲという）は, MSC

2階の通信室に設置されており，伝送第一課がその運用

を担当しているが，動作はＣＤＡＳのS/ＤＢと一体をな

すもので, GMSのVISSRにより観測した地球表面附

近の雲や温度の分布のデータ（以下VISSRデータとい

う）を電子計算機に入力するインタフェース装置である

と同時に，このデータで変調したレーザ光で乾式熱現像

フィルムを露光し，雲や温度の分布を実際に地球を目で

見たように記録して出力する, VISSRデータの地上に

おける最終的な出口となる装置である。この機能は，

ＧＭＳの打上げ90日後のミッションチェック期間に十分

に発揮された。

　ＬＢＲは本来，米国のSMSシステムの地上局通信装

置の一部としてウエスチソダハウス・エレクトリック社

が開発したもので, SMS用S/ＤＢで処理したVISSR

データを記録させるための装置である。このうちレコー

ダ／プロセッサの部分はイメージインフォメーション社

　（１キューブ）により設計・製作された。ウエスチング

ハウス社は，この装置と直径18フィート（約６ｍ）のパ

ラボラアンテナ及び受信機復調器をトレーラに装備し，

可搬型の受画システムを構成した。 GMS システムのＬ

ＢＲは, SMS用の装置をもとにしてＧＭＳ用に設計・

製作されたもので, MSCに１台だけ設置され, VISSR

データをデジタル信号のまま電子計算機に対して出力す

る回路を追加してある。

　ＬＢＲの構成は２架１凱体で，同期架, VISSR架，フ

ィルムレコーダ／プロセッサ（以下レコーダ／プロセッ

サという）からなり，これに磁気テープデータレコーダ

　（以下ＴＤＲという）を加えてＬＢＲ系装置という。

　ＴＤＲは，１インチ（25.4ミリ）幅の磁気テープ（ワ

イドバンド用）を使用するアソペクス社のモデルFR

3010で, CDASからＭＳＣに伝送されてきたVISSRデ

ータを記録しておき，必要に応じて再生するために設置

された。

けてＨＲ-ＦＡＸ,ＬＲ-ＦＡＸのデータとなって電子計算機

から出力される。一方ＬＢＲのレコーダ／プロセッサか

らは, VISSR観測を終わって約10分後に，地球像が熱

現像されたネガフィルムとして，いわゆるＬＢＲ画像が

出てくる。ところが電子計算機ﾝこ障害を生じると画像処

理プログラムが停止し，ＨＲ-ＦＡＸ，ＬＲ-ＦＡＸのデータ

ができなくなることがある。このようなとき, LBR画像

を決められた寸法の印画紙に焼什げたものをHR-FAX

の送画機にかげて，気象庁に対して送出することによ

り，予報サービスの低下を避げることができる。すなわ

ちＬＢＲは，電子計算機によるＦＡＸデータ作成機能の

バックアップとしての意味をもつ。ただしＬＢＲ画像か

らは，円盤形の地球像，またはその部分拡大像が得られ

るだけで，ポーラステレオ投影図法，メルカトール投影

図法などによる地球像は，電子計算機による処理を待た

なければならない。

　（2）信号の流れ

　Fig. 1 で, GMSに搭載したVISSRの出力電流の変

化は，赤外域デテククについては２進８けたへの直線特

性変換，可視域デテクタについては２進６けたへの平方

根特性変換によりデジタル化し，地球に送信される。こ

の信号（VISSRデータ）は, CDASでの各種のプロセ

スをへた後，マイクロ回線を通してＭＳＣに伝送される。

ＭＳＣ側ではVISSRの信号線は２本に分岐され, LBR

の同期架に導かれてそれぞれＵＰＰＥＲ系，ＬＯＷＥＲ系

のフレームシンクロナイザに入力する。(Fig. 2参照）

これはストレッチトVISSR（SV）データとよばれるも

ので，ビットシリアルのデータストリームである。

　ＵＰＰＥＲ系，ＬＯＷＥＲ系はいずれも全く同じ構成で，

ビットシソクロナイザとフレームシンクロナイザからな

る。これらは主系，副系となっており，電子計算機と

VISSR架とに，パラレルに変換したSVデータを出力

する。電子計算機に対しては，両系とも同じ条件で信号

を出力していて,ケーブルは高巡回締切換装置（ＨＬＳＷ）

に接続されているが，次の高速通信制御装置rHCCU)

　通常VISSRデータはＬＢＲ系装置を通って電子計算　　に接続されるのは通常ＵＰＰＥＲ系のみで，ＬＯＷＥＲ系

機に入力し，画像処理プl=･ダラムによるデータ変換をう　　と接続する場合は, HLSWのコネクタを差しかえる必

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一
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LOWER UNITS

Fig. 2 LBR Unit Configuration

Tis. 3-1 TDR Front View

£#*£≫ ―# VISSR &K.MLXK 3 M K7 -f^~fc

^L-Cfil^^ffi^Urv^OT?, VISSR ^cUPPER/L

OWER caBR*-f yf-JCfc D. ^-f^ii*―#c#$#

VISSR ^^^M^tt^o ^i ^a - ^a ･/H'-A'

h ->y9 p ^--r if*aa-ts sv t*- ^ *, M^Mum

S/DB ■A≫5,3§Se>H* SV t*- ^ iIBIflUei. t* y h ^ v^

pt^f&AM5o ^-^^ Fig. 3-1 icj^Lfco
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Fig. 3-2 Program Timer and Monitor Panel
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１０００VJords-PN
　２５６Words一ｴＮ工Ｔ工AL DOC.

６６８８Ｗｏｒｄｓ－Ｖ工DEO

　　３６　Words-F工NAL DOC.

２００４Kords-SYSTEM RESYNC

！44° ２１６°

14　976　　　　　

1

　　　6Bit Words

２８８°

　　１５００ Words一PN

　　　　６４ V/ords一エＮ工Ｔ工AL DOC

１３　３７６ Ｗｏｒｄｓ-Ｖ工DEO

　　　　３６ Words-F工NAL DOC.

１Ａ１１visible sectors have the same format.

ｎ Suffix for the Ｎ七ｈspin

　Fiff.4　sv Data Format

　（3）SVデータ

　SVデータは, S/DBの発生するアングルクロック

　（6289 920パルス／スピン）をもとにして, GMSの

１スピン360°を５等分した72゜ごとの枠（セクク）に，

１スピンの間に得られるIR，VI，V2，V8，V4の出力デ

ータを分配し，各セクタがそれぞれスピンにともなう１

本の走査線を形成するようなフォーマットになってい

る。

　Fig. ４ にSVデータのフォーフットを示す。

　各セククは89,856ビットを含む囚定員データで，ビッ

トレートはＧＭＳの自転周期（スピソレート）に反比例

し, lOORPMのときに89, 856×5〔セクタ〕÷0.6〔秒〕＝

748, 800［ＢＰＳ］となる。　したがって，この値がビット

シソクロナイザで再生されるビットレートクロック（ビ

ットクロック）の周波数である。

　S/ＤＢの出力はビットシリアルになっているが，これ

はVISSR観測中の衛星をタイムシェアリングで, sv

データ伝送の中継局として使用し，陸上のマイクロ回線

を使用しないSMS方式の設計を踏襲したためである。

VISSRデータはその性質上，宇宙空間，雲，あるいは

海などを走査したとき，一定値が連続しやすい。このた

めSMS方式のSVデータはＰＮ（Ｐｓｅｕdoｒａｎｄｏｍ

Noise)符号化してあり，衛星のアップリンク，ダウン

リンクの電力束密度（ＰＦＤ）に関する法的制限の範囲を

こえないように考慮されている。これはSVデータの受

信側でのビットクロック再生にも都合のよい方式であ

る。　ＧＭＳシステムでは陸上のマイクロ回線を使用して

データ伝送を行なうのでバ川縁数についての制約は少な

く，パラレルデータのままの伝送，あるいはシリアルデ

ータとビットクロックの２凹線によるデータ伝送など，

360°

PＮ符号化を必要としない伝送方式が可能であったが，

次に述べるよ引こＰＮ符号化してあることによる利点が

あるので，特に設計に変更は加えなかった。

①　伝送線路が信号線用の１回線でよい。

⑧　信号受居中に伝送区間のビット誤り率が測定でき

　る。

⑧　ＬＢＲ側で，データの始まる点が良好な確率で把

　握できる。

⑧　SMS用S/ＤＢ,ＬＢＲの設計に大きな変更を加え

　ずにすみ，開発期間の短縮と経費の節減ができる。

　以上の反面，ＰＮ符号化のために回路が若干複雑化す

る, LBR側にビットクロック復調機能を要する，デー

タフォーマット中にＰＮシーケソスデータを含ませるの

で，結果的にデータ量が増えて伝送速度が高くなる，な

どの不利が生じる。

　各セクタのはじめのＰＮシーケソスの部分は, S/DB

のＰＮシーケソス発生凹路の出力デークモのもので，こ

の回路の主体である15けたのシフトレジスタの内容が，

ＰＮシーケンスの最後にすべて論理１となるようにして

出力される。

　フレームシソクロナイザでぱ, S/DBと同じＰＮシー

ケソス発生[当路を用意して，これにSVデータ中のPN

シーケソスから取り出した15ビットをロードし，それを

もとにしてＰＮシーケンスを局部的に発生することによ

りＰＮコードの複号を行なっている。

　またSVデータは，ＰＮ符号化する前の段階で，各セ

ククのイュシャルドキュメンテーションの19ビット目か

らそのセククの終わりまで１ワードおきに，そのワード

－88－
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　　　　　　　　　　　Tabel. 1-2
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を構成するビットの論理１と論理Ｏとを置き換える，ワ

ードコソプリメソトとよぶ操作をうけている。これは論

理１または論理Ｏが15ビット以上連続しないように考慮

したもので，ＰＮ同期をできるだけ確実に行なうための

手段である。これはＰＦＤ対策と，ビットクロックの再

生にも有効と考えられるが，これを復号する機能がフレ

ームシンクロナイザに必要になる。はじめの18ビット

は，IRセクタとVISセクタの区別によるIRワードク

ロック（９ビット周期）とVISワードクロックの切換

えに使用されるので，ワードコンプリメソトは行なわな

い。

　イュシャルドキュメンテーションの内容は，それぞれ

Table 1-1,2とTable 2 に示すとおりである。イュシ

ャルドキュメンテーション以下は，IRセクタが９ビッ

トワード, VISセククが６ビットワードで構成されて

いる。

　ビデオデータについて, VISビデオはVISデテクタ

の出力データと対応しているが，IRビデオは，IRデテ

クタ出カデータ８けた（ビット）のほかに，緯経度線・

海岸線などを白または黒の点としてＬＢＲ画像ﾝこ記録さ

せる（ダリッディングという）ためのグリッドビットを

含んでいる。これを取り出して記録することにより可脱

のＬＢＲ画像と赤外のＬＢＲ画像に共通にグリッディソ

ダができる。

　ファイナルドキュタソテーションはデータをもたず，

内容は論理ｏである。

　リシソ列よIRセクタのみにあって，データはもた

ず，内容は論理Ｏである。これはS/ＤＢで, GMSから

入力するVISSRデータの人力開始の時間的変動を吸収

するためと，ＰＬＬおよびβ角の補正を行なうための余

裕として設げられている。

　（4）レコーダ／プロセッサ

　レコーダは回転ドラム型フィルムスキャナで，SVデ

ータのビットレートに同期する伝送同期方式になってい

る。フィルム記録状態では，ドラムは衛星の回転速度の

５倍（500RPM）で手前から上を通って向う側へ㈲転し，

主走査をなしている。一方副走査はドラムの回転輪方向

で，送りネジ（リードスクリュー）にのせた光学移動台

　（キャリッジ）をSVデータの各セクタに合わせて左か

ら右ヘステップ的に移動させ，線密度約13. 3〔本／ｍｍ〕

の露光を行なう。キャリッジの移動は，リードスクリュ

ーに直結したステッパモータにより, VISセクク期問だ

け行ない．ＩＲセクタ期間ぱ移動させない。したがって

ＧＭＳの１自転期間0.6秒のうち，0.12秒ごとに判川ス

テップし, 0.12秒休む。可視デーク（画像）の記録の場

合は，人力するVISセクタとキャリッジの移動が対応

しており，VI，V2，V3，V4の順の繰返しで，フィルム

全面に約１万本の走査線を露光する。一方氷外データ

　（画像）の記録は. GMSのデテクタの分解能が可毘の

４分の１であるため，同一データを４回露光して約１万

本の走支線とする。これにより露光スポットサイズを変

化させずに分解能の差を調整している。このためデジク

ルビデオ盤にメモリを用意し，IRセクタのビデオデー

タを格納しておき, VISセクタ期間にこれを読み出して

露光する。可視画像にダリッディンダを行なう場合は，

このメモリからダリッドビットを読み出して使用する。

　光源はＬＢＲの名称のもとである，最大出力５ｍＷの

Ｈｅ-Ｎｅレーザで，超音波外郎変調方式で輝度変調して

いる。

　記録用フィルムは幅22インチ(559mm),長さ100フ

ィート（約30m）のロールフィルムで，スリーエム（３

Ｍ）社のドライシルバーフィルム　＃7869を使用してい

る。これについては2~(6)で説明する。

　このフィルムは暗箱（カセット）に敬服しておき，レ

コーダの動作により22インチの長さに切りとって膜面が

表になるようにドラムに往き付け，露光に備える。フィ

ルムの前端はドラムに取り付けた挾み板（クランプ）を

閉じておさえ，残りはドラム輪に｡つないだ吸引ポンプで

　ドラム面に吸着させておく。このためドラム面には浅い

溝と小さな空気穴がある。

　記録を終わったらドラムの回転を止め，キャリッジを

左端に戻してクランプを開け，ドラムを少し回すとプロ

セッサ入口の爪（ピールオフフィンガー）がフィルムを

捉えてドラム面から外す。このときプロセッサ人口のマ

イクロスイッチに引き込みモータが動作して，フィルム
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をプロセッサに引込む。

　プロセッサは電熱オーブンで，フィルム搬送用布ベル

トをはさんで上下に｡かまぼこ形のヒータがあり，ベルト

面の雰囲気が130℃程度になるように調整してある。露

光済フィルムはここを通過し，約10分後に現像されてバ

ケットに投下されるので，これを取り出して利用する。

　（5）規格および性能

　ア．周囲条件および電源条件

①　周囲条件

ｉ　温度　げＣ～£0°C

ii　湿度　O％～95％

②

i

ii

電源条件

電　圧

周波数

AC100V±10％

50Hz±5％

　イ．寸ご，重量および消費電圧

①　寸法

ｉ　同期架　593(W)×670(D)×1996(Ｈ)mm

ii　VISSR架　593(W)×670CD) X 1996(Ｈ)mm

iii　レコーダ／プロセッサ　1303(Ｗ)×1.454(Ｄ)×135

　(Ｈ)

(以上ハンドル部分は除く寸法)

②

i

ii

重量

同期架・VISSR架　約350kg

レコーダ／プロセッサ　約300kg

③　消費心力

ｉ　同期架　約7A

ii　ｖISSR架　約5A

iii　レコーダ｀　約10A

iv　プロセッサ

　帥　オーブソＯＮ時　約９Ａ

　（ｲ）オーブンＯＦＦ時　約１Ａ

　ウ．規格および性能

①　規格

ｉ　ドラム寸言　長さ605mm

　　　　　　　　直径188mm

ii　記録方式　写真（乾式熱現像処理）

iii　フィルム寸法　559×559mm

iv　画面寸法　主走査527×副走査549mm

　　　（地球直径500mm）

ｖ　ドラム回紅教　500RPM

V 1

　 ● ●
Ⅶ

　 ● ● 串
■ V M

1 Ｘ

X

XI

Ｘ11

②
●
Ｉ

走査線密度　17.3本/mm

走査線数　最大9,552本

協働係数　3,265

最高画周波数　可視62.4kHz,赤外41.6kHz

(＠100RPM)

主走査ジャダ　0.5μSrms

副走査送りむら　7μｍ以下

光源　He-Neレーザ管　最大出力5mW, LICONIX

603Ｖ

性能

同期方式　伝送同期方式

ii　位相整合時間　フィルム

　秒以内

ｐ－ディングの始めから40

iii　位相誤差　±1.5mS以内

iv　ガソマ補正　デジタル補正大弐（可視用．赤外用各

　８通り設定可能）

Ｖ　レーザ変調信号レペル（電気的階調）

　可滉64，赤外256

vi　ドラム回転数変化幅　250～1100RPM

vil　動作モード　自動および手動（いずれもS/ＤＢの割

　御をうける）

畑　フィルム濃度　最高3.0以上，ベース濃度0.3以下

　　（通常設高濃度を1.7に設定している）

　㈲　磁気テープデータレコーダ

　外観をFig. 3一匹こ示す。主な規格および性能よ次の

とおり。

チャネル数（トラック数）:14

記録再生方式：ダイレクト方式

テープ速度:60インチ／秒　（１から８チャネルまでは

　30インチ／秒も使用できる）

使用テープ：１インチ幅, 9,200フィート長，ヮイドバ

　ンド，バックトリートメンテッドテープ, (AMPEX

　#797,またぱScotch　#890相当）

使用リール：直径14インチ　アルミ枠，またぱプレシジ

　ョンダラスリール

連続記録時間:32分以内（＠60�S）

フラッタ:0.1％以下(@60IPS)

入力信号レベル：ＴＴＬレペル

出力信号レペル:6Vp-p

入出力インピーダンス:75Ω　不平衡

周波数特性:400～１ＭＨｚ（±3dB以内, @60IPS), 400

　～500KHｚ（±3dB以内, @30IPS)
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S/N : 29dB 以上（＠601PS）

記録再生ビット誤り率:10-6以内(@60IPS, 750KBPS,

　SVデータ）

動作制御：前面パネルのスイッチ操作，およびプロダラ

　ムタイマによる自動動作

補助機能：テープ鋒端部検出（ＥＯＴ）機能，および連続

　再生巻戻し（シ申トル）機能

使用電源:AC lOOV, 50Hz

消費電力：動作特　約1, 2KVA

外形寸法:584(W)×610(Ｄ)×2,012(H)mm

重量：約300Kg

　ＴＤＲの機構晶（トラソスポート）の機能としては。

iXiPsから1201Ｐsまで段階のテープ送り速さがある

が，SVデータは750KBPS（Ｈｚ）附近なので，帯域が

lMHzまで碍られる60IPSで使用する。このほか衛星

の寿命末期等の特別な状態に対して30IPS　での使用も

できるようにしてある。これらは再生アンプに取付ける

局波数特性等価器（イコライザ）により決まるもので，

現在チャネル（ch）1からch8までは601PSおよび30

IPS, ch9からchl4までは601PSのみで再生できる。

通常ＴＤＲは，３時間ごとの定時VISSR観測データを

記録するので, chlからch8を使用し，プロダラムク

イマにより観測開始時刻の１分前に装置を起動して記録

を開始させ，観測終了時刻の１分後に記録を停止し，テ

ープの巻戻しを行なう。

　巻戻しによってＥＯＴに達すると，トランスポートは

停止するので，その数秒後は電源を断とする。このとき

プログラムタイマは，次に記録するチャネルとその設定

時刻に切換わる。

　プログラムクイマは記録の自動化を行なうものなの

で，再生は手操作にする必要がある。再生するチャネル

は,モニタ盤の選択スイッチにより設定する。(Fig. 3-2

参照）。

　（5）フィルム画像フォーマット

　地球の北端から南端までの観測を行なうノーマルスキ

ャソモードによって得られる画像のフォーマットをFig.

5に示す。地球を含む部分は2291スキャソで。始めに３

スキャソのキャリブレーショソデータと，終わりにアノ

テーショソ，グレースケールの各44スキャンの合計2382

スキャソ（フィルムに記録する走査縁故はその４倍）で

構成される。このときS/ＤＢの出力するフレームコード

Holizontal Fiducial Marks

　　　　　　　　　　　　　　　~-¬

Fig. 5　LBR Film Format
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が論理Ｏとなり，露光を停止してアンロードシーケンス

にはいる。　ＬＢＲの機能としてはキャリッジの右端リミ

ットスイッチにより露光を停止する2388スキャンまで記

録することができる。

　キャリブレーショソデータは, GA'ISからVISSR信

号として出力される深宇宙，黒体シャッタ，および規準

潜没電圧を記録するものであるが，フィルム上の画像と

してはあまり利用価値がない。これらのうち黒体シャッ

到よ赤外デテクタの校正用のデータであるが，地上から

コマンドを逆らない限り挿入されず，深宇宙となる。

　アノテーションは，S/ＤＢのキーボードまたは磁気テ

ープデータにより挿入する64個以内の文字と, S/DBが

自動的に出力する時刻と種別の文字により構成される。

この時刻は, CDASの周波数標準渋沢から入力する時刻

を基準にしたフレームタイムである。

　フレームタイムとはフレームコードが論理１になった

時刻をいい，ノーマルスキャンではVISSRの３スキャ

ソ目になる。これはS/ＤＢが，始めの２スキャンをVI

SSRミラーの動作の確認に使っていることによる。　数

字は西暦の下２けたと，１月１日よりの通年日，時，分

で，匪界時を用いている。

　続く４個の英数字は, S/DB １号機，２号機の区別(１

または２)，サンプリングモードのイコールアソダル，

イコールタイムの区別(ＡまたはＴ)，サンパルスの追尾

方式のアナログトラッキンダ，デジタルトラッキンダの

区別(ＡまたはＤ)，およびデジタルトラッキングの時定

数の値(２から６までの整数)で，アナログトラッキソ

ダの場ぱはこの値は意味がない。

　また2291スキャンの画像部分にはフィデューシャルマ

ーク（目盛線）を記録することができる。これはS/DB

がTable 3 に示す囚定データとして，自動的にグリッ

ドビットに挿入するもので，デジタルビデオ盤のグリッ

ドＩＮ／ＯＵＴスイッチにより記録するか否かの選択がで

きる。

　グレースタールは32ステップの階段電圧波形により記

録されるもので，やはりS/ＤＢが自動的に出力する。

　2.　動作原理

　(1)ビットシンクロナイザ

　ビットシンクロナイザは，人力するＰＣＭビットスト

リームの基本ビットクロックに同期した４つの位相(O°，

90°, 180°, 270°)のビットクロックを発生する。これは

EMR/Schlumberger辻のモデル720-０２ PCM　ビット

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー

ジンクl==･ナイザで, Fig. 6 に示すように，５つの大き

なブロックで構成される。

　入力処理回路では，４つの人力の選択とＡＧＣによる

レベル安定化を行なっており, 0.5から30Vのピーク

人力レベルに対し，常に5Vのピーク出力レベルとなる

ようにしている。データ再生回路では，入力レベルの変

化に応じた論理レベルの出力とＡＧＣ帰還電圧の発生を

行なう。ビット同期回路では，人力処理回路から加えら

れる信号をもとにＳＹＮＣ２とBIφ2の信号を作貼　これ

らを合成してＰＬＬ回路を駆動する。

　このＰＬＬ回路には中心周波数50KHzで発振する基

準ＶＣＯと，８から12MHzの範囲で発振するマルチバ

イブレータＶＣＯがあり，これらの発振周波数を分周し

た泣か常に一致するように動作することで，入力データ

のビットレートに同期したクロックを再生する。このマ

ルチバイブレークＶＣＣ)の発振周波数を入力ビットレー

トの設定値に応じて選択したものが入力データのビット

クロックとなる。出力処理順路では，データ再生回路か

ら加わるデータを３種の符号形式に変換して出力すると

ともに，４つの位相のビットクロックを出力する。出力

アンプは低インピーダンス化しており，終端した同轍線

路を駆動することができる。プログラム制御回路は，前

面パネルのスイッチ操作をレジスクに格納し，各回路に

必要な設定データを供給する。また設定されたデータを

表示する。

　（2）フレームシンクロナイザ

　フレームシソクロナイザには，ＰＮ復号，ワードコソ

プリタソトの良号，ドキュノンテーショソの読出し，イ

コールタイムモードでのラインディレイの処理，および

テストパタンジェネレータ（ＴＰＧ）の各機能がある。

　この装置は，シンクロナイザボード，インタフェース

ボード，およびＴＰＧボードの各プラナアレイボードで

構成されている。

①　ＰＮ改号

　１の(3)で説明したように，SVデータはＰＮコード化

してS/ＤＢから出力している。これをもとのSVデー

タに復号することがフレームシンクロナイザの１つの大

きな機能である。 PiN 復号は，S/ＤＢのＰＮシーケンス

ジェネレータと同期して全く等しいＰＮシーケンスを発

生する回路を用いて，そのビットストリームとSVデー

タのビットストリームのエクスクルシブＯＲ論理をとる

ことでなされる。フレームシンクロナイザのＰＮシーケ

ンスジェネレータは. Fig. 7 に示すように外部ロードと

フィードバックがあり，ＰＮ符号化SVデータのビット
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　　　　　　　　　　Table 3　Fiducial Mark Data

　　ＨＯＲ工ZONTAL　Ｆ工ＤＵＣ工AL　MARKS

SCAN　NUMBER　　　NUMBER　OF

　　　　　　　　　　　　　　　SAMPLES

　　５０

　１１０

　１７０

　２３０

　２９０

　３５０

　４１０

　４７０

　５３０

　５９０

　６５０

　７１０

　７７０

　８３０

　８９０

　９５０

１０１０

１０７０

１ １ ３ ０

１１９０

１２５０

１３:LO

１３フ０

１４３０

１４９０

１５５０

１６ １０

１ら７０

１７３０

１７９０

１８５０

１９１０

１９７０

２０３０

２０９０

２:Ｌ５０

２２１０

２２７０

２３３０

２３９０

２４５０

L
Ｔ
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Ｌ
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5
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3
3
3
7
3
3
3
7
3
3
3
0
3
3
3
7
3
3
3
7
3
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ストリームから取り出した15ビットをシフトレジスタに

ロードして，15けた目と８けた目のＪニ,クスクルシブOR

論理値を１けた目にフィードバックしている。このフィ

ードバックの値がＰＮシーケソスである。このシーケン

スがS/ＤＢで発生するＰＮシーケンスと一致するため

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー

　　VERT工CAL　Ｆ工ＤＵＣ工AL　MARKS

SAMPLE　NUMBER　　SCAN　Ｈ工GHT

　　１９

　１９４

　３６９

　５４４

　７１９

　８９４

１０６９

１２４４

１４１９

１５９４

１７６９

１９４４

２１１９

２２９４

２４６９

２６４４

２９１９

２９９４

３１６９

３３４４

３５１９

３６９４

３８６９

４０４４

４２１９

４３９４

４５６９

４７４４

４９１９

５０９４

５２６９

５４４４

５６１９

５７９４

５９６９

６１４４

６３１９

６５９４
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Ｍ
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―
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12

には，ロードする15ビットがSVデータのＰＮシーケ

ンスから取り出されなければならないが，これを確認す

るために15ビットロード後，64ビットの一致比較を行な

い，回線上の伝送誤りを考慮して，不一致数が４ビット

以下ならＰＮ同期を達成したとみなす。不一数数が５ビ
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Fiff. 7　PN Sequence Decoder Circuit

ット以上のときは，新しい15ビットをロードし，同期達

成を図るようにしている。　１セクタ89S56ビット中, PN

シーケソスは9000ビットで，ロードする15ビット中には

誤りのない回線状態が必要であるが，64ビット中には64

÷15=4.2……より，４ビット以内の誤りは許してもよ

いことがわかる。

　ＰＮ同期を達成してからＰＮシーケンス期問に生じる

不一致は，回線上の誤りと考えられるので，一定のビッ

ト数の期間に生じる不一致数を累積すれば誤り率が求め

られる。

　これは前面パネルに３けたの10進数で表示され, sv

データが伝送されている限り，そのときの誤り率を表示

する。表示の単位は10-8から10-7まで５段階に設定で

きる。

　例えば10-7とした場合誤りの測定時間,ま，各セクタ

のＰＮシーケソスが用いられるから107ビット÷(9,000

－15－64)ビット×O. 12秒ヽ134.5秒

　より，約２分半となる。したがってこの周期で表示が

更新される。実際の誤り率は10-7よりも良好で，表示

窓にＯ以外の数字が現れることはまずない。

　SVデータのＰＮシーケソスは，8986ビット目から

9000ビット目までの15ビットを，ＰＮシーケソスジェネ

レータの内容がすべて論理１になるようにして出力され

Ａ

ている。これはS/ＤＢのSVプロセッサが，ＰＮシー

ケンスの始めに一定値4631（16進数）をシフトレジスタ

にロードすることにより得られる。フレームシソクロナ

イザでは，シフトレジスタの内容がすべて論理１になる

１ビット前の状態（8999ビット目）をＡＮＤ回路により

検出してALL ONES 信号を出力し，次のクロックの立

上がりでライソスタートパルス（１クロック幅）を出力

する。これはＰＮシーケソスが終わり，イュシャルドキ

ュメンテーションとこれに続くデータビットが始まるこ

とを示すもので，各セクタのフレーム同期パルスとなっ

ている。

　すなわちフレーム同期を碍るために入力するデータモ

のものではなく，内蔵のシフトレジスタの内容によって

タイミングを決定するため，ＰＮ同期が確立されていれ

ば，誤りの多いSVデータが入力していても正しくフレ

ーム同期が得られる。

　ラインスタートが出ると，次のクロックでマスタビッ

トカウンタが１セクタの残る80 856 ビットをカウント

し，最後にＰＮシーケンスジェネレータを外部ロードの

状態に戻して次のセクタのＰＮ同期の過程にはいる。マ

スタビットカウンタとデコーダはドキュメンテーション

の読出しタイミングを与えており，データワードを構成

する動作を制御している。フレームシンクロナイザは，
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PＮ同期期間はIRワードクロック（９ビット単位）を

出力しており，イニシャルドキュメソテーショソのはじ

めの18ビットの内容により19ビット目でワードクロック

を切換える。 IR セクタではすべて論理１であり，ワー

ドクロックは変化しない。 VISセクタではすべて論理０

であり, VISワードクロック（６ビット単位）に切換え

る。

　このクロックはVISビデオデータの終了と同時にIR

ワードクロックに戻される。 IR セクタとVISセクタの

判別はSVデータの誤りを考慮して，論理１が９以上で

あればIRセクタ，８以下ならVISセクタとしている。

19ビット目からはワードコソプリメソトが加えられてい

るので，これをもとに戻すコソプリタソト操作を，イニ

シャルドキュメンテーションのワード３（ＩＲセクタ）ま

たはワード4 (VISセクタ）から，そのセクタの終わり

まで加える。以上の操作により符号化する前のSVデー

タが再生される。

②　ドキュタンテーショソの読出し

　イュシャルドキュメンテーションの内容のうちLBR

が読出して使用しているのは，セクタコード，フレーム

コード，ステップコード，イコールアンダル（ＥＡ），イ

コールタイム（ＥＴ）モード, LBRライソディレイ，お

よびVISライソディレイの各ワードである。　これらの

うちVISライソディレイを除くものについてはIRセ

ククのワードだけを読出している。したがって更新周期

はＧＭＳの１スピンとなる。

　フレームコードとステップコードは，レコーダ／プロ

セッサの動作を制御するために設けられている。フレー

ムコードはＬＢＲフィルム１枚に対応していて, VISSR

観測開始から終了までと，アノテーション・グレースケ

ールの各44スピンラインのデータが出力されている間だ

け論理１の値を保持している。　ＬＢＲではフレームコー

ドの立下がりだけが意味を持ち，フィルム記録中にこの

状態の変化（論理１から論理０）が生じると直ちに記録

を打切って，フィルムをドラムから巻外し，プロセッサ

に挿入する。一方ステップコードは記録を制御するもの

で，フレームコードが論理１でＬＢＲが記録状態になっ

ている場合，ステップコードが論理１になるとレーザ光

路のジャックを開げ，フィルムを露光するとともに副走

査を行なう。論理Ｏでは記録状態で待期する。これらは

シソクロナイザボードから出力される。

　ＥＡ・ＥＴモードはS/ＤＢでのリサンプリングモード

を表しており，ビデオデータとして内柿渋による平均値

を出力するＥＡモードと，内挿を行なわないＥＴモー

ドを意味する。　ミッションチェック等の特殊な場合を除

いて，SVデータの受言偏でのライソディレイ処理をと

もなわないＥＡモードで運用することが規定されてい

る。ＥＴモードとした場合は，衛星内での各デテクタの

サンプリングタイミングの差を補正するためのラインデ

ィレイ処理が必要になり，処理に必要なディレイ量とし

てS/ＤＢが測定した値が, LBRライソディレイとVIS

ライソディレイとして出力されている。この処理はイソ

タフェースボードで行なわれているが，電子計算機用出

力に関してはライソディレイを行なわずに，データのシ

リパラ変換だけで出力している。

③　ライソディレイ処理

　ライソディレイはVISに関するものと，IRに間する

ものがあり，衛星内でのサンプルタイミングの差と自転

速度の変化にともなって各デテクタのサンプル間に生じ

る角度差を補正するものである。すなわち衛星内での各

デテクタのサンプリングは14MHz一定のクロックで，

Vi, V2, V3, V4, IR (またはマイナフレームシンクワー

ド）の順に行なわれ，その値で４指差動位相変調を加え

ているので, VISSRデータ信号は７メガシソボル／秒

の伝送速度となっている。　したがってVISの各デテ

クタのサンプル間にはサンプリングに要する６ビット期

間（0.428μS）のタイミング差が生じる。　これを角度で

表わすと，その値は自転周期に比例し, lOORPMでは

4.49μΓadとなる。またIRデテクタでぱ，サンプリン

グに要する８ビット期間のほか, VISデテクタとの取付

け角度の違いが一定の量（オフセット角）として加わ

る。この大きさは自転とは関係なく，デテクタ中心間で

主系は1120μΓad，冗長系は1449μΓadとなっている。

一方S/ＤＢでのSVデータヘの変換は，入力のシンボ

ルレートとは無関係に, S/DBのサンパルス同期によっ

て得られるアングルクロックによって行なわれるため，

ⅥSSRデータの送信開始（ワードＯ伝送）と，SVデー

タの各セクタのビデオデータワードとの関係は必ずしも

一定しない。ＥＡモードでは内挿を行なうので，サンプ

ルのタイミング差は補正せず，IRデテクタのオフセッ

ト角に相当するIRサンプルの数をS/ＤＢで捨ててい

る。これはSVデータのIRセクタに含まれるグリッド

データをVIS画像にも共通に使用するため, VISとIR

のサンプルは地表面の同じ地点に対応している必要性に

よる。まずＧＭＳの100RPMを角周波数にすると。

　　2π÷0.6秒=10.47rad/S

UMUzのクロックの周斯は7L 4nS であるから，IRの

サンプル周期64ビットの期間のＧＭＳの回転角度は。

　　10.47×71.4×10-9 ×64＝47.9×10‘''rad

　すなわち約48μΓadとなる。したがって８ビット期間
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には6μΓad回転するから1,120μΓad÷48μΓad = 23あ

まり16μΓad

　　16μΓad÷6μΓad＝3

　この場合，入力するIRサソプルデータのうちはじめ

の23個ぱミニコソ内で捨て，あまり部分３はインプット

プロセッサに送って，サンプルデータのリサンプリング

タイミングを調整するのに用いる。以上からわかるよう

に, LBR側でぱ補正の必要がない。S/ＤＢでは捨てる

分のサソプルデータを含めて，SVデータとして出力す

る6688ワードよりも54サンプル多い6742サソプルデータ

をミニコンのタモリに格納している。

　一方ＥＴモードでは内挿を行なわないので，観測した

ままのSVデータがデータとして出力されるが，リサン

プリングはＥＡモードと同様アングルクロックによって

いるため，サンプルタイミングの異なるデータが，各セ

ククの同じワード番号（VISの場合）のところに挿入さ

れるので, LBRから見るとすべてのデテククの出力が

同時にサンプリングされたようになる。このような不都

合をなくすため, S/DBはβ角によって定まる地球像

の開始点を基準として，次にIRサソプルデータが入力

するまでの時間を測宅する。

　この基準はＲＣＶＳＳＴ（レシーブサソプルスタート）

ストローブで，時間の測定はVISSRデータの復調にと

もなって４相多重復調装置から入力する7MHzのクロ

ックを用いている。　IRサンプルデータ入力までの時間

セット角θが加わるので，８ビットのサンプリング期間

の回転角φを単位として表わした値をＧとすれば

　　θ/φ＝Ｇ

　これと入力の遅れＣを合計したものＺがIRサンプ

ルの遅れとなる。　ただしＣはシンボルレートを単位と

した値なので，８ビットを単位とするＧをシソボルレ

ートに換算して

　　Ｃ＋４Ｇ＝Ｚ

となる。

　これをVISの場合と同様にサンプル周期の倍数Ｉと

余りＱとして表わせば，

　　Ｚ＝Ｃ＋4Ｇ＝321十Ｑ；OくＱく32

となる。 32は64ビットの周期をシソボルレートで表わし

た値である。このＱに3/8を乗じた値の整数部がLBR

ラインディレイの値となる。この係数は, S/DBでの測

定がVISデータのサンプリング周期の16分の１のシソ

ボルレート（７ＭＨｚ）で行なわれているのに対し, LBR

ではsｖデータのビットレート（748.8KBPS @100RP

M）を単位とする扇:でしか補正できないので，このため

の換算値

　　1/16÷1/6 = 3/8

である。

　例えば，Ｃ＝20，θ＝1,120μΓad，φ＝6μΓadとすると

　　G= 1,120÷6＝186.6こ２187

　　Ｚ＝20＋187×4=321十Ｑ

　　よりI＝24，Ｑ＝O（OくＱく32）

　（遅れ）をＣとすると，これに続くVISサソプルデー　　よってＬＢＲラインデｆレイは, 3Q/8でｏとなる。

タは7MHzで３カウントずつ遅れて入力する。 VISの

あるデテククｖiのサンプル局期は32ビットだからシソ　　　VISライソディレイの値は, VISパッチなどにより各

ボルレートを用いて，遅れは次のように衷わすことがで　　セクタ固有の値ではなく変化しうる。フレームシンクロ

きる。すなわち　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ナイザではこの値に3/8を乗じて使用する。　ＬＢＲライ

　　Ｃ＋31＝1611十Fi; 0くFiく16　　　　　　　　　　　　　ンディレイは, S/DBのミニコンを通ってイュシャルド

　ここでｉはVISデテクタ番号1, 2, 3,または4, Ii　　キュｙンテーションに挿入されるので3/8が乗じてあ

は整数である。　このうちFiがVISラインディレイの　　り，フレームシンクロナイザでは読出した値のままで使

値となる。例えば, RCVSSTのときにマイナフレーム　　用できる。

シソクワードが入力したとすると，IRサソプルデータ　　　機構的に：ＥＴモードでは，詮索のブックを生じやす

の入力は40ビット後であるから, 7MHzでは20シンボ　　い。

ル庚となってＣ＝20である。よってVIサソプルデー

タの入力はi＝1として　　　　　　　　　　　　　　　　　④　テストパクソジェネレータ（ＴＰＧ）

　　20＋3×1＝1611十Fi　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＴＰＧはフレームシソクロナイザの中でも独立したＴ

　　より11＝1，FI＝7（OくFiく16）　　　　　　　　　　ＰＧボードの回路で，自裁の水晶発振器のクロックによ

となる。したがってVIセククのラインディレイは７と　　り, GMSの100RPMに相当するビットレート（748.8

なる。同様にV2セクタは10，V3では13，V4ではＯ　　ＫＢＰＳ）のビットシリアルなテストSVデータを発生す

となる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る。これはビットシソクロナイザの入力チャネル３に加

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　えてあり，ビットシソクロナイザを操することによって

　一方IRサンプルデータについては，デテクタのオフ　　ＬＢＲに供給することができる。　この場合電手計算機に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　― 99 ―
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NO GRID

(2 × 7 setting)

(2 × 6 setting)

９

８

LEVEL
switch

setting･
Positions

７ and ８

not shown

for simpli-

fication

LASER SAMPLE －Video display is ａ constant gray scale density as determined

by the LEVEL switch setting. Density level doubles for each increase in

LEVEL switch setting.　:Provideｓ　ａ　ｃontinuousgray scale level to check vertical

consitancy over an entire data ｎｎｅ｡

　　　　Fig. 8　Test Pattern Waveform-Level No Grid/Frid （1 of 2）

も同じデータが出力される。ＴＰＧボードからはビット

レートクロックも出力されているので，裏面のコネクタ

接続を変えることにより，ビットシンクロナイザを切離

した，フレームシソクロナイザ単独○テストができる。

発生するパタンは６種類で, LBR系装置全体としての

機能の点検に利用する。テストパタン各種の電圧波形の

例をFig. 8から11に示した。パタンの種類は次のと

おりである。

①　レペル・ノーダリッド：一定電圧値

　１走査にわたり同一デジタル値を発生する。

　デジタル値はレペルＯから９まで10通りが選択でき，

赤外データではレペルＯから0, 1, 4, 8, 16, 32, 64,

128, 255まで，可視データについてはＬＳＢ側２げた

が常にＯなので，上記の数値を４で割った値となる。た

だし各レベルでのレーザ露光匙ま赤外，可視ともに等し

い。

⑥　レベル・グリッド

■ _ 二 ・

　①に重畳して赤外の256ワードごとにダリッドデータ

を挿入する。したがってこれをレコーダ／プロセッサで

記録すれば，北から常に続く26本のグリッド線になる。

④　ランプ・リュア

　Ｏから255 (可視データについては63）まで，１ずつ

レペルが大きくなり，最大から１ずつ下がる山形のパタ

ンで，デジクルビデオ盤のガンマ補正特性を直視するこ

とができる。

⑧　ランプ・レシオ

　Ｏから252 (可視データについては63）まで，指数的

にレベルが大きくなって最大から逆に下がる山形のパタ

ンである。

⑦　ピリオド・ブルスケール

　Ｏレベルと最大レベルとを周期的にとる方形波パタン

で, 2, 4, 8, 16, 32, 64の各周期がある。例えばピリ
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CONTINUOUS DENSITY
(GRAY SCALE LEVEL)

GRID

０

６

７

９

LEVEL
switch

setting･

Positions
l thru ５

and Ｓ

not shown
for

simplification

LASER SAMPLE －Same as NO GRID except with contrastinggrid bitstrobes.

Note grid bitdensitychanges from MAX to MIN (black to white) at LEVEL

switch setting7.

　　　　Fig. 9　Test Pattern Waveform-Level No Grid/Grid (2 of 2)

オド32では, VISの場合16ワードＯレベル，16ワード最

大レペルの繰返しになる。 IR の場合はワード数がVIS

の半分なので，８ワードＯレペル，８ワード最大レペル

となる。したがってIRのピリオド２では繰返しがな

く，最大レベルのみになる。

⑥　ピリオド・ハーフスケール

　⑨と同じパタンであるが，最大レベルが⑨の半分の値

になっている。⑨，⑥ともレコーダ／プロセッサの分解

能，およびデータと実際に行なわれる露光状態との関係

を与える変調伝達特性（ＭＴＦ）を調べるのに都合がよ

い。

　（3）レコーダコソトロール盤

　レコーダコントμ－ル盤では，レコーダ／プロセッサ

の動作を制御する各種の信号を出力している。この盤に

はドライバーボード，ステッパモータコソトロールボー

ド，レコーダシーケソスコソトロールボード，およびト

ラソスレータカードと，ロジック回路用＋5Ｖ電源なら

びにステッパモータ＋15Ｖ用電源が収容されている。

ステッパモータは－15V電源も必要とするが，これは

VISSR架下部の電源盤に収容されている。

　ドライバーボードには，5Vの論理で28VをＯＮ・

ＯＦＦするレペル変換用ICと，ドラムブレーキおよび

ソレノイドを駆動するトランジスタアンプが組まれてお

り，他のボードからの信号をレコーダ／プロセッサに出

力する。

　ステッパモータコソトロールボードでは，フィルムを

繰出すキャプスタソモータと，キャリッジモータの動作

を制御する。これらのモータは同時に動作することはな

いので，１つのトラソスレータカードを共通に使用し，

モータ回路をリレーで切換えて使用している。

　繰出すフィルムの屋はキャプスタンモータの回松屋で

決まるので，モータを駆動するパルス数をカウントし

て，設定してある値と一致したとき停止するようになっ

ている。したがってこの設定値を変更することにより。
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　　　　　　　　　　　RAMP LINEAR

LASER SAMPLE －Video displayis linear densitychange

RAMP RATIO

　　　　LASER SAMPLE ‘ Video display is non linear step change in density。

LASER SAMPLE －Video displays incremental density levels which increase from

MIN-to-MAX then decrease svmetrically to MIN. This provides ａ bar pattern 治

steps of gray scale levels changing from whlte-to-black-to-white. The ramp func-

tions provide ａ means to check the gamma range of the film.

RAMP LINEAR －In the IR mode, the increase and decrease ramp functions each

contain 256 equal incremental gray level steps.　In the VIS mode, each ramp function

contains 64 equal increments.

RAMP RATIO －In either mode, the ratio function provides ａ density level spectrum

of IS finite steps.　These steps are of the same gray level density of steps 0，4，8，

12, 16, 20. 24, 32, 40, 52, 68, 88, 116, 152, 196, and 252 extrapulated from the

256 steps of the above linear m ramp function. This selected array of steps provides

ａ spectrum of gr3y levels which increases in density from fftepto step by ａrelatively

constant density factor｡

　　　　　　Fiff. 10　Test Pattern Waveform-Ramp Linear/Ratio

フィルム長を加減することができる。この駆動パルス

は，キャプスタソオシレータが出力する約250Hｚのク

ロックである。

　一方キャリッジモークは，デジタルビデオ盤から供給

されるステップパルスにより回転する。　１パルスあたり

の回転角度は1.8°で，キャリッジを約58ミクロン移動さ

せる。これは各セククのラインスタートパルスのうち赤

外セクタの分を除いたむので, GMSの１スピンについ

て４ステップとなる。記録終了後キャリッジを左端に戻

すには連続したパルスが必要なので，約250Hzで発振

するリトレースオシレータの出力に切換える。

　パネル面に表示するスキャソカウソトは，このステッ

プパルス数を４で割った値で, GMSのスピンに一致す

るよ引こしている。

　レコ.－ダシーケソスコソトμ－ルボードは，ロード，

レコード，アソp ―ドの順序を定める回路で，ドラムモ

ータのスタート・ストップ，ロードスピード・レコード
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LASER SAMPLE －Same as FULL WAVE except 1/２ max density･

video generates an alternate black and white bar pattern. Provides horizontal density

check of film resolution.

　　　　　　　Fig. 11　Test Pattern Waveform-Period Full Seal/Half Seal

スピードの指定，およびドラム停止位置の決定などの機

能がある。ドラム停止位置は，ドラムモータの軸に直結

したエソコーダから碍られる１回転に１個のパルス（ワ

ンパーアール:1/Ｒ）と，2000個のパルス（エヌパーア

ール：Ｎ／Ｒ）を利用して決定する。すなわち1/Ｒに続

くＮ／Ｒをカウントし，設定値と一致したときドラムモ

ータを停止させ，ドラムブレーキをかける。これはロー

ドおよびアンロードのとき，クランプを開閉するクラン

プカムと，クランプブレードの住設が一致するようにド

ラムを停止させるためである。

　ドラムブレーキは円盤形の電磁石で，ドラム軸に固定

した円盤を，軸受側に固定した電磁石で引き着け，すり

あわせ面の摩擦でドラムの回転を停止させる。　ドラムの

回転速度，ブレーキ面の間隙（約0.2mm),ブレーキ駆

動回路の応答速度などによりドラムの停止住居が最もよ

い状態になるように設定値を決める。　レコーダ／プロセ

ッサ各部の動作状態は，マイクロスイッチのＯＮ・OFF

信号として入力する。動作シーケンスはこれらをもとに

して組まれている。これをFig. 12-1,2に示す。

　パネル面に４桁の十進数でVISSRミラーステッブ表

示を設け。フレームシソクロナイザで赤外のイュシャル

ドキュメンテーションデータから読出したスキャンカウ

ント(VISSRミラーの角度に対応した数）を表示する

ようにして運用者の便宜を図った。

　（4）デジタルビデオ盤

　デジタルビデオ盤は，同期架（フレームシソクロナイ

ザ）とのイソタフェースであり，人力するデジタル画像

データをアナログに変換し，レーザ輝度変調信号として

出力する。

　またグリッドビットを含む赤外データ１スピソ分を格

納するランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）と，変調特性を

フリレムの感度特性に合わせる（ガンマーγ一補正）ため

のプログラムリードオンリーメモリ（ＰＲＯＭ）を内蔵し

ている。この盤にはメモリ電源ボード，コソトロールロ

ジックボード. PROMボード. RAMボード，人カイ

ソタフェースボード，ロジック回路用＋５Ｖ電源，およ

びメモリ，オベアソプ用±15Ｖ電源が収容されている。
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Fig. 12-1

この盤の内部にフレームコードアラームを取付け，　フレ

ームコードの立上がりに約３秒間電子ブザーが鴫るよう

にして，運用者の便宜を図った。

　メモリ電源ボードは，±15Ｖの電源から＋12Ｖと－９

Ｖを作ってＲＡＭとＰＲＯＭに供給している。　デジタ

ルビデオ盤にはデータバスライソがあり，フレームシソ

クl=１ナイザから供給されるビデオデータを入力として，

RAM, PROM, D/A 変換器がこれに接続してある。

　コソトロールロジックボードはＤ／Ａ変換器に入力す

るデータを選択する回路で，パネル上のVIS/IR切換ス

イッチにより，バスラインにのせるデータを制御する。

またグリッド｀ＩＮ／ＯＵＴ切換えスイッチにより，グリッ

ドビットの作用を選択する。グリッディングは，主走査

方向のレーザのスポットサイズが40ミクロン以下である

ため，グリッドストレッチ回路を通してグリッドポイン

トを伸長し，見やすいようにする。これはグリッドビッ

トが論理１となっている赤外ワードがあれば，その前後

の１ワードのダリッドビットも論理１とするもので，３

個のＤクイプフリップフロップ回路からなる。人力する

ビデオデータのうちIRビデオデータは, VIS/IRの選

択と無関係にＲＡＭに格納される。このときグリッドス
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Fig. 12-2　Recorder/ProcessorSequence Flowchart

トレッチ回路の出力もともに記憶される。　いまVISを

選択すると, VISビデオデータは入力したものがそのま

まバスライソにのり，ＰＲＯＭ回路を通ってＤ／Ａ変換

器に入力する。　こうしてフィルムにはVIS画像が記録

される。

　このときグリッドINが選択されていると, RAMの

ダリッドビットを読出して，その結果に応じてTRUE

・ＣＯＭＥＮＴレジスタを制御し，フィルムにダリッディ

ンダを行なう。このレジスタはＰＲＯＭ巨I路とＤ／Ａ変

換器との開にあり，２つの選択入力の論理レベルに応じ

て出力データの論理値を変化させる。グリッディング

は，このレジスタに入力するデータの論理レペルで変化

し，上位の２けたがともに論理Ｏのときはレジスタの出

力をすべて論理１とする。そうでないときはすべて論理

Ｏとする。これにより，露光量の少ない画像部分には黒

いグリッドポイント，露光量の多い画像部分では白ぬき

のグリッドポイントが記録される。そのしきい値が全レ

ペルの下から４分の１にあることは，前の記述からわか

るとおりである。

　一方IRを選択すると, VISビデオデータはインヒビ

ットされ，かわりにＲＡＭの内容がVISセクタに対応

してバスライソに読出される。したがって同一データを

VISセクタに対応して４回露光する。

　IRビデオデータは6688ワードでVISの２分の１な

ので，データの読出しはVISワードクロックを２分周

したディレイIRワードクロックにより行なう。この方

法により，レーザのスポットサイズを変化させることな

く, VISデテククとIRデテクタの分解能の差を調整し

ている。 IR のグリッディソダはVISの場合と全く同様

である。

　コソトロールロジックボードには，このほかD/Al変

換器の出力側に設けたフィルタ回路とレベル調整回路，

およびライソドライバ回路がある。
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Fig. 13　Video Filter Characteristics

　このフィルタはバタワース特性のもので, Fig- 13に

実測結哭を示す。カットオフ周波数は約68KHzで, VIS

ワードクロックと一致しており，衛星でのサンプル値か

らもとの信号（放射量の変化）を再生するために設けて

あるが，これに続くレペル調整回路の周波数特性に抑え

られているので，このフィルタを外しても高周波特性は

ほとんど改善されない。

　レペル調整回路は，レーザ変調器に加える信号の直流

レベルと振幅を調整するために設けてある。　レーザ変調

回路は，指数特性を得るために負帰還回路を用いている

が，レーザ出力が零の部分から変調をかけると大きな遅

延を生じるので，Ｄ／Ａ変換器の入力がすべて論理Ｏで

出力電圧が最小となっている場合でも，若干のレーザ出

力があるように，変調信号の直流レペルにバイアスを加

えている。この値ぱ約10mｖとしている。　また変調回

路への入力が過大になるとレーザ出力が飽和して変調特

性がくずれるので，Ｄ／Ａ変換器の入力がすべて論理１

で出力電圧が最大になったときに最大のレーザ出力が得

られるように，回路の利得を調整する。この調整は前述

のバイアスと関係かおり，バイアスが低くレーザの最小

出力が低いと最大出力も低くなり，短時間に生じる大き

なレベル変化（ダリッディンダなど）に応答できなくな

る。現在は0.5 Vの入力に対し約５ｍＷのレーザ出力が

碍られるようにしている。さらにIRセクタの期間はキ

ャリッジが移動しないので，二重露光を防ぐためにレー

１００

ザ出力を零にする。これをブラソキンダ調整というが，

やはり変調応答特性に密接な影響があるので他の調整と

同様に微妙な面がある。これらはすべてトリマ型ポテン

ショメータによる。

　ライソドライバは，フレームコード，ステップコー

ド，およびキャリッジステップパルスをレコーダコント

ロール盤に，またライソスタートパルスをドラムサーボ

盤に出力する。

　ＰＲＯＭボードには, VISとIRとにそれぞれ８種類

のガンマ補正表を記憶させた合計16個のＰＲＯＭ（イン

テル1702A, 256バイト）が用いられ，パネル面のデジ

タルスイッチでこれらを選択する。これはビデオデータ

の値を各バイトのアドレスとし，それぞれのバイトの内

容をデータとするもので，デジタルデータのままガソマ

補正を行なう。この方法ではＰＲＯＭを交換することに

より任意の補正（変換）表が得られ，ネガ，ポジの反転

もできる。　ＰＲＯＭに変換表を記憶させるには, BPNF

方式という形式の紙テープを作成し，これをＰＲＯＭ書

込み器にかけて行なう。

　ＢＰＮＦ方式とは，論理１をＰ，論理ＯをＮで表わし，

それらをB (Begin)とF (Finish)ではさんでバイト

の内容を表わすもので，アドレスＯから255まで順に並

べる必要がある。ＢとＦに囲まれない文字（キャリッ

ジリタソ：ＣＲ，ライソフィード:ＬＦなど）は，書込み
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に関してはすべて無視される。例えばon01101はBN

ＰＰＮＰＰＮＰＦと表わす。　ＰＲＯＭにすでに記憶されてい

るデータは，約２ｃｍの距離で6W程度の殺菌灯（紫外

線）を約20分間照射してすべて論理Ｏの状態に戻すこと

ができる。ＰＲＯＭはヮイヤードＯＲ出力となっており，

出力例よパラレルに接続されているが，デジタルスイッ

チで選択したもの以外は高インピーダンスとなり，無効

になる。

　ＲＡＭボードは, 6,688個の９ビットワードを格納す

るダイナミックRAM (MK4096P) 18個と，メモリシソ

クロナイザ回路を収容している。 ＲＡＭは９個ずつＡ，

ＢＯダループにまとめられ，Ａダループに4096ワード，

Ｂグループに2592ワードを格納する。各ダループの９個

のＲＡＭは，それぞれがIRデータワードの各ビット

に対応している。メモリシンクロナイザは，ダイナミッ

クＲＡＭに必要なアドレスのリフレッシュと，書込み・

読出しの競合が生じたときの侍合わせを行なう回路であ

る。ノモリの書込み・読出しは20iVIHzのクロック，ア

ドレスリフレッシュクロックは33KHzで, SN74LS124N

により発振している。

　人カイソクフェースボードは，フレームシソクロナイ

ザから人力するデータおよび信号のライソレシーバSN

7n5を収容している。UPPERおよびＬｏｗＥＲのフレ

ームシソクロナイザの出力はライソドライバSN75113

を用いているので，ヮイヤードＯＲ出力となっており，

パネル面のＵＰＰＥＲ／ＬＯＷＥＲ切換えスイッチによって

選択された側のデータが人力し，他方は高イソピーダソ

スとなる。入力するものは，データビット１から９まで

と，フレームコード，ステップコード，ラインスター

ト，ビットクロック，ヮードクロック，IRヮードクロ

ック，およびIRエネーブルである。

　（5）ドラムサーボ盤

　ドラムサーボ盤は。レコーダ／プロセッサのドラムの

回転をＧＭＳのスピン周期の５倍の速さに同期させるた

めのサーボ回路を内蔵している。この盤には電圧制御水

晶発振器（ＶＣＸＯ）コントロールボード，タイミンダボ

ード，プリアンプボード，モータドライバ，ロジック用

＋５Ｖ電源，およびオペアンプ用±15Ｖ電源を収容して

いる。モータ駆効用の＋28Ｖと－28Vの電源は, VISSR

架下部の電原盤に収容されている。

　ドラムの動作は，約25RPMの低速回転（ロードスピ

ード）と，約500RPMの高速回転（レコードスピード）

とかあり，ロード，レコード，アンロードのシーケソス

にしたがって動作する。　ドラムモータのスタート・スト

ップと，高遠・低速のコマンドはレコーダコントロール

盤から出力され，低速から高遠に変化したときは加速

　（アクセラレート）を行ない，その逆のときは減速（デ

セラレーＯを行なって。所定の速さに達する所要時間

を短くしてレる。ロード。アソロードの場合はフィルム

の送り出しや意外しとドラムの遠さとが密接なかかおり

をもつので，ｇ－ドスピードになったことをレコーダコ

ソトロール盤に知らせるためのロードスピードデテクタ

回路を設けてあるが，レコードスピードについては何も

制限がなく，㈲転がＧＭＳのスピンと全く同期していな

くてもレコードシーケソスにはいるので，フィルムの露

光は可能である。

　ドラムモータの回転は，モータ軸に直結したエンコー

ダから得られるＮ／Ｒパルスが基準周波数に一致するよ

うに，モータ駆動回路に加える電圧を加減して調整す

る。基準周波数（ＲＥＦ）は，ロードスピードオシレータ

の約765Hzと，レコードスピード用のVCXO (5.5M

Ｈｚ）の出力を分周した約16.7ＫＨｚ（ＧＭＳ＠100RPM）

の２種があり，高速・低速コマンドによりいずれかに切

換える。　Ｎ／ＲがＲＥＦに近い周波数になったときは，

フェーズデテクタの出力をモータ駆動回路に加える。Ｎ

／ＲとＲＥＦとが一致するとフェーズデテクタの出力は

デューティ一定のパルス列となり，駆動回路ではこれを

積分してモータ駆動電圧を作るので，ドラムスピードは

フェーズデテクタの出力にしたがって調整される。

　ＶＣＸＯコソトロールボードは，ＶＣＸＯの周波数を調

整する電圧を発生するボードで，デジタルビデオ盤のも

のと同一規格のＤ／Ａ変換器を用いてラインスタートパ

ルスに1/Ｒパルスを一致させて高速回転でのドラム同

期を行なう。

　ドラムモータエンコーダから入力する1/ＲとＮ／Ｒの

信号はオペアンプLM311を用いたしきい値デテクタに

よりパルスに整形される。Ｎ／Ｒパルスはエソコーダの

１回転で｡2000個出力され，このボードでは1000カウン

タを駆動するクロックとなる。したがって1000カウン

タがフルカウントになったとき，ドラムは始めの住設か

ら180°回転したことになる。　1000カウンタの殼七住の

けたをフリップフロップ回路で２分局すると，その出力

はドラム回転の前半・後半を衷わす。この論理値はロッ

クカウンタのカウントアップ／ダウンのコマンドである

とともに，Ｄ／Ａ変換器の符号ビットになっている。　ロ

ックカウンタはＶＣＸＯの２分の１の周波数をクロック

として動作する２進12けたのカウンタで，フルカウント

になるとディセーブルされ，ディレイ1/Ｒパルスで論
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理Ｏをロードしてエネーブルされる。

　ロックカウンタの内容よラインスタートパルスまたは

ディレイ1/Ｒパルスによりラッチレジスタに取出され，

Ｄ／Ａ変換器に供給される。したがってラッチレジスク

の内容はラインスタートパルスと1/Ｒパルスの時間差

を表わしており，Ｄ／Ａ変換器の出力はラッチレジスタ

の内容に応じてＶＣＸＯの周波数を変化させる。 Ｄ／Ａ変

換器は±10Ｖの変化幅があるが，ＶＣＸＯは±３Ｖの

入力に限られるので，マイナス3.3分の１の利得の逆相

アンプを通す。このためＤ／Ａ変換器の符号ビットは逆

極性になってレる。

　ＶＣＸＯの周波数は，Ｄ／Ａ変換器の出力電圧の変化，

すなわちロックカウンタのけた数で表わせる変化幅に限

られ，この範囲内ではドラムの同期が可能である。

　いま1/Ｒパルスが入力して1000カウンタがフルカウ

ントになる前（前半180°）にライソスタートパルスが入

力したとすると，ドラムはライソスタートに対して進ん

でいると考えられる。このときロックカウンタはカウン

トアップ，Ｄ／Ａ変換器の符号ビットは正（論理Ｏ）と

しておき，ライソスタートパルスでロックカウンタの内

容をラッチレジスタに保持させれば，ＶＣＸＯには逆相

アンプを通して負の電圧が加えられ，周波数が低くなる

のでドラムスピードは低下し, 1/Rパルスがラインスタ

ートパルスに近づいていく。

　またラインスタートパルスが1000カウンタのフルカ

ウソト後（後半180°）に入力したとすると，ドラムはラ

インスタートに対して遅れていると考えられる。このと

きロックカウンタはカウントダウソ，符号ビットは負

（論理１）としておき，ディレイ1/Ｒパルスでロックカ

ウンタの内容をラッチジスレタに保持させれば. vcxo

に逆相アンプを通して正の電圧が加えられ，周波数が高

くなるのでドラムスピードは上昇し, 1/Rパルスがライ

ンスタートパルスに近づレていく。

　いずれの場合もライソスタートパルスと1/Ｒパルス

の時間差がおよそ

　　1÷(5.5×106÷2）×212=:=＝1.49×10-8

すなわち約1.5mSまでの範囲ではドラム同期が可能で

ある。

　このボードからは，レコーダコントロール盤に対して

1/ＲパルスとＮ／Ｒパルスを出力している。

　タイミングボードにはドラム回転数のＲＥＦクロック

の発生と，加速，減速，および位相差検出（フェーズデ

テクク）の機能がある。

　高速回転のＲＥＦクロックは，ＶＣＸＯから供給され

る周波数をプリセット10進カウンタで分周したもので，

ドラムの㈲転数を設定する外側（アウタ）ループを構成

している。

　プリセットする数は，パネル面の３けたのデジタルス

イッチで設定し, BCDコードでカウンタにロードされ

る。したがって設定値を大きくするとＲＥＦクロックの

周波数が低くなるので，ドラムの回転は遅くなる。

　設定値Ｄは, GMSのスピソ周期をＰとすると，次の

式で与えられる。

5.5 × 10≪Hz

　　-一一　一一
　　　　Ｄ

一

一 ×５
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すなわち, D=550Pとなる。

　ＧＭＳが100RPMであればＰ＝0.6秒だから, D=330

となる。実際にドラムが同期する範囲は，ＶＣＸＯの周波

数変化幅によるので，ラインスタートパルスと1/Ｒパル

スとの時間差を殼大の1.5mSとしたとき，ドラムの㈲

転周期120mSより, 1.5÷120＝1.25×10-2となる。す

なわち約±1％，上の例では327から333までとなる。

　レコーダコントロール盤からドラムスタートと低遠の

コマンドが入力すると，ＶＣＸＯボードから0.6秒間ロー

ドパルスが出力される。これはドラムモータの超勤に必

要な駆動トルクを与えるもので，この後はフェーズデテ

クタの出力によってモータを回転させる。また低遠コマ

ンドが高遠コマンドに変化したとき，あるいはドラムス

タートと高速のコマンドが加えられたときは，ドラムの

回転がレコードスピードに近くなるまで，加速制御回路

が直流バイアス電圧（アクセラレートＤＣ）を出力する。

アクセラレートＤＣが出力されている聞はフェーズデテ

クタをデセーブルし，加速動作だけが行なわれるように

している。

　加速制御回路は，それぞれＲＥＦクロックとＮ／Ｒパ

ルスで動作する２組の２進カウンタと，比較器およびデ

ィップスイッチで構成される。　ＲＥＦクロックのカウン

タは128カウント目にＮ／Ｒパルスのカウンタをデセー

ブルする。このときカウンタの内容とディップスイッチ

の設定値を比較器に入力し，設定値の方が大きいときは

論理１，小さいときは論理Ｏになるようにしてある。

　この論理値はＲＥＦクロックカウンタの192カウント

目にＤタイプフリップフロップに保持される。アクセラ

レートＤＣは，このフリップフロップの出力電圧を調整

したもので，論理１に対して約0.48Ｖになっている。

　これはプリアンプボードの積分間路に加えるバイアス

電圧なので，Ｎ／Ｒパルスカウンタの内容がディップス

イッチの設定値よりも大きくなるまで，ドラムの回転を

加遠させる。
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　そしてＮ／Ｒパルスカウンタの内容の方が大きくなる

とバイアスはＯＶとなり，かわりにフェーズデテククの

出力が加えられる。

　このカウンタは内容が256カウントに達したとき(ド

ラムの回転が極めて速いとき)，またはＲＥＦクロックカ

ウンタが12Sカウントに達したときデセーブルされる

が, REFク９ックカウンタの256カウント目でクリア

されて再びエネーブル状態になる。したがって加速制御

[出路は, REFクロックの256カウントを一周期として

動作していることになる。

　なおディップスイッチは127に設定してある。

　ドラムの減遠は，高遠のコマンドが低速に変化したと

き，プリアンフボードの積分回路に直流逆バイアス電圧

を約１秒間加えて行なう。減速の程度はプリアンプボー

ドのトリマポテソショダークにより，バイアス電圧値を

加減して調整する。このバイアスによりドラムモータに

は，逆回転をさせる駆動力が加わるので，数秒で低速回

転にはいる。バイアスを加える時間はワソショットフリ

ップフロップにより定められている。

　クイミンダボードのもう一つの機能はフェーズデテク

タで，帰還1刈跡をもつ３個のＤＴＬゲーテドフリップフ

ロップMC850Pにより構成される。　このフリップフロ

ップのセット側キャパシタソスト入力にはＲＥＦクロッ

クを，リセット側キャパシタソスト入力にはＮ／Ｒパル

スを加えてあり，エネーブルセットには前段のＱ出力

が，またエネーブルリセットには後段のＱ出力が帰還さ

れている。

　これによりＲＥＦクロックよりもＮ／Ｒパルスの周期

の方が短いときは，フェーズデテクタはリセット状態と

なり，プリアンプボードを介してドラムモータに駆動力

を与えない状態になる。またＲＥＦクロックの周期の方

が短いときはＮ／Ｒパルスにリセットされるまでセット

状態になるので，この間モータには駆動力が加えられ，

円転は加速される。

　このときフェーズデテククの出力波形は，デューティ

比が連続的に変化する掃引波形となってｔヽる。いまREF

クロックとＮ／Ｒパルスの周期が一致すると，フェーズ

デテクタの出力はセット・リセットが一定周期になるの

で，デューティ比一定のパルス列となる。

　この㈲跡の出力は，積分回路に加えられてドラムモー

タ駆動電圧となるので, REFクロックとＮ／Ｒパルス

のタイミングが近づいてデューティ比が小さくなるとモ

ータの駆動力は小さくなり。遂にタイミングが離れてデ

ューテイ比が大きくなると駆動力も大きくなって，常に

デューティ比を保持しようとするように作用する。デュ

ーティ比は，プリアンプボードの積分回路の人力側に設

けたトリマポテソショメータにより，約35％程度となる

ように調整してある。デューティ比が50％をこえると，

回路上セット状態になるようにしてあるのでＲＥＦクロ

ックとＮ／Ｒパルスの同期は外れる。この問路はドラム

の回転をＲＥＦクロックと位相的に一致させる内側（イ

ソナ）ループとなっており，プリアンプボードの調整と

密接な関節がある。

　ドラムモータの低巡閲転の場合はロードスピードデテ

クタとオーバースピードデテククが動作し，ドラムがロ

ードスピードよりも遠く回転しているときは，フィルム

ロードインヒビット信号をレコーダコントロール盤に出

力し，ロードまたはアンロードのシーケンスにはいらな

いようにしている。これらはいずれもリトリガブルワソ

ショットフリップフロップとJKフリップフ９ップで構

成され，低連吟のＮ／Ｒパルスで駆動される。オーバス

ピードデテクタはロードスピードデテククよりも短い周

期のＮ／Ｒパルスでセット状態になり，ロードスピード

デテクタをデセーブルし，フィルムロードインヒビット

を安定に出力させる。ロードスピードデテクタの状態は

Ｎ／Ｒパルスの周波数が約1. 23KHzになると変化する。

これはドラムの［司転のおよそ36.8ＲＰＭに相当する。ま

たオーバスピードデテクタの状態は約1.77KHz,およそ

53.0ＲＰＭ以上で変化する。

　レコーダコソトロール盤でのフィルムlコードインヒビ

ット信号の作用としては，ロード，アンロードの阻止の

ほか，マスタリセットによるドラムブレーキの動作を，

ドラムが低速回転になるまで阻止するようになってい

る。

　ドラムブレーキは，ドラムスタート・ストップフリッ

プフロップに連動して，ストップ状態のとき動作する

が，マスタリセットの作用した状態，すなわちフィルム

がプロセッサに送りこまれて次のフィルム巻付けを待つ

状態になったときは，スタート・ストップフリップフロ

ップは当然ストップ状態になり，ロードシーケンスにな

ってスタート状態になるまでブレーキの動作は保持され

ていた。このためブレーキコイルの発熱が大きく，プレ

ー今節の間頌にも影響を及ぼすと思われたので，この回

路にワソショットフリップフロップを設け，マスタリセ

ットにともなりブレーキの動作は，約１秒間だけ保持さ

れるように改造した。

　プリアンプボードには，アウクループに含まれるvc

ＸＯとその駆動アンプ（利得マイナス3.3分の１），モー

タドライバ用プリアンプ，および２段の積分明路があ
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る。

　積分回路はオペアソプによるミラー積分器で，初段の

入力とプリアソプヘの出力は同相になっている。積分㈲

路とプリアンプとの聞は，ドラムスタート・ストップの

コマンドで動作するリレーが設けてあり，スタートのコ

マンドにより積分出力がプリアンプ回路に加わるように

してある。初段の積分回路の入力は，５種のバイアス電

圧とフェーズデテククの出力電圧で，これらはレベル調

整用の６個のトリマポテソショメータを通して加えられ

る。バイアス電圧のうちゼロ調整を除くものは，アナロ

グスイッチＡＨ0015によりレコーダの動作シーケソスに

合わせて必要なものだげが加えられ，他は接地電位とな

る。アナログスイッチの入力は，ロード，ロードパル

ス，ドラム高速・低速，およびデセラレートの各信号

　（補論理）で，人力が論理１になると，それに対応した

回路（スイッチ）がＯＮ状態になる。

　ゼロ調整は，積分回路の出力電圧をＯＶにするもの

で，入力をすべて接地した状態で調整する。しかしドラ

ムモータを回転させるためには，回転数に応じたバイア

ス電圧が必要で，回転数を一定に保つためにフェーズデ

テクタの出力により，バイアス値を中心とする脈流をモ

ータに加える。フェーズデテクタの出力は低速回転，高

遠回転のいずれにも共通に加えるので，高速回転のとき

にアクセラレートＤＣがＯＶになっても十分に回転数

を維持できるレベルにしておく必要があり，低速回転に

対してはこれを減少させる負のバイアスを加えている。

フェーズデテクタの出力の変化幅は，ドラム［回転のシッ

クに直接影響するので，出力電圧のレペル（振幅）は小

さい方がよく，高速回転に対しては正のバイアスを加え

ている。　また低速でのドラムモータ超勤には正バイア

ス，高遠から低速への減速の場合には逆回転トルクを与

える深い負のバイアスを加える。

　プリアンプ1司路は，モータドライバ回路からの負帰還

ループをもつコンプリメンタリシングルエンデッドプッ

シュプル回路で，トランジスタ２段の直流アンプとなっ

ている。この回路の利得は負帰還分を含めて約22 dBで

ある。

　モータドライバ回路は６個のパワートランジスタで溝

成される２段の直流サーボアンプで，プリアンプ回路を

うけたコンプリメンタリシンダルエソデッドプッシュプ

ル回路になっている。この回路は放熱のため，ドラムサ

ーボ盤の裏面パネルに取付けてある。供給電圧は±28Ｖ

の２電源方式で，利得は負帰還分を含めて約25 dB と

なっている。

　㈲　ドライシルバーフィルム

　ＬＢＲに使用するフィルムは乾式熱現像のもので，液

体を全く用いずに加熱オーブンで現像する。定着方法が

ないので，現像済フィルムであっても直射日光や螢光灯

光にさらしておくと，レわゆるカブリを生じてベース濃

度が高くなる。このフィルムは米国スリーエム社製のタ

イプ7869（パンクロクイプ, He-Neレーず用）で，寸

法はＬＢＲ専用の特殊仕様になっている。以下ドライシ

ルバーフドレムについて，「ｲﾋ学と工業」第27巻第10号

の石田氏の文章をもとに，反応の原理について述べる。

ドライシルバーの主要成分は次のとおりである。

㈲　感光性ハロゲソ化銀（一般には臭化銀AgBr) ：

　光分解で潜像銀となる

（b）感熱性の銀塩（ステアリン酸銀，ベヘン酸銀な

　ど）：潜像銀の触媒作用で銀イオンが還元されて画

　像銀となる長鎖脂肪酸銀塩

㈲　現像剤（４タチル６ターシャリブチルフェノール

　など）：熱で遊離した銀イオンを還元し，画像を形

　成させる弱い還元剤

　このほか(b)の銀塩が反応する相手となるハロゲンイオ

ンの供給源(アンモニウム塩，カルシウム塩など)と，

これらの構成成分を均一に分散させる紹着剤として，ポ

リビュルブチラールや酢酸セルロースが使用されてい

る。(ａ)が(b)の触媒作用をするためには，ハロゲン化銀の

銀イオン供給源と，画像銀の供給源が一つの化合物にな

っていることが必要で，次の反応による。

　　　　　　　Ｏ
　　　　　　／

（長鎖）Ｒ－Ｃ
　　　　　　＼
　　　　　　　0-Ag

R ―C

　Ｏ
／

＼
　0-Ag

十〔Ａｇｘ〕

十Ｘ－一一→

露光よる光反応過程は次のとおりである。

①　露光により㈲が光分解し，潜像銀を形成する。

Ａｇｘ犬Ａｇ４’十Ｘ＋ｅ-

（捕獲）ｅ一十Ａｇ十一<Ago〉（潜像）

　②　加熱の過程で感熱性銀化合物から遊離した銀イオ

ンの還元反応について，①で生じた潜像銀が触媒作用を

なして，露光部分の反応が促進される。
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十R'-OH ―-二→
　　　　　　　〈Ａｇｏ〉

Ago十R' = 0十R ―C

　Ｏ
／

＼
　OH

　還元腿]応ぱ加熱された全面で超きるが，露光諸分と未

露光節分の潜家銀の量の差が，反応速度の差として画家

を形成させる。

　脂肪酸銀が銀画像に黒化還元される熱現像過程は，②

の反応を含めて120～13ｙｃで数桧間に行なわれる。

3M Type V8G9 Dry Silver Film has an essentially

panchromatic　response　from　the　blue-green　to

the red　portion of the spectrum.　It is designed

to be used in newer eiectro�c imaging systems

for recording high.resolution graphics.

EXPOSURE AND DEVELOPMENT

CHARACTERISTICS

OpliiTiuni response of ti~iofilm is in the red region

of the spectrum. Practical development condi-

tions arc 10 10 30 seconds at ａ temperature of

2G0r by conductive healing.

STORAGE

Film should be stored in vapor-tight container at

less than 75F.

　ドライシルバーフィルムは一般のハロゲン化銀乳剤と

同様な増感色素が使用でき，オルソタイプ，またはパン

クロタイプの分光増感を施したものがあるが，タイプ78

69はパンクロタイプでHe-Neレーザの波長0.63ミクロ

ン附近に感度のピークかおる。この特性をFig. 14に示

す。感度はＡＳＡにして１～２程度と思われるが, lmW

程度のHe-Neレーザで十分な濃度が得られる。

　現像温度はバラッキを±1.5度以内に納めることが必

要で，±0.5度以内とすることが望しい。現像濃度は露

光量，加熱温度および加熱時間により変化するが，末露

光江の濃度が0.10～0.18の紀聞にある場合，最適な現像

といえる。

２
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ｌ
ｉ
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Ｓ
　
０
０
１

TYPICAL PROPERTIES

印ｍ thickness: 3.7 mils

Safelight reference: Wratten ３

Peak spectral response: panchromatic

(see absolute spectral response)

Phoioりraphic Speed:　１５nominal (ANSI Std. PH 2.2)

Background don';ity:less than0.17

1mage density: りrenter than 2.75

High contrast negative projected resolution: 300 cycles/mm
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ド
レ

REFLECT工VE ATTENUATOR

BEAM EXPANDER

FOLD Ｍ工RROR

SHUTTER　＆ ＳＯＬＥＮＯ工Ｄ

Fig. 15　Optics Block Diagram

　（7）光学系アセンブリ

　光学系の概念図をFig. 15 に示す。光学系アセンブリ

は，レーザ管，光学ベンチ，およびキャリッジからな

る。　レーザ管からは，アナログビデ十信号に比例した輝

度のレーザビームが出力される。この光の一部はフォト

ダイオードに導かれて，レーザ変調回路の負帰還ループ

を構成するとともに，披変調ビームのモニタ用としてデ

ジタルビデオ盤に接続されている。

　光学ベソチには，反射鏡，エクスパンダ，ＮＤフィル

タ，およびジャックが収容されている。(Fig. 16）レー

ザ管を出た被変調ビームは，反射鏡で直角方向に郎ずら

れてエクスパソダにはいる。これは倍率5.2で，ビーム

直径を約5.7mmにして，フィルム面への集光をしやす

くしている。エクスパソダを出たビームはＮＤフィルタ

を通り，シャッタをへて２つ目の反射鏡で再び直角方向

に曲げられて，副走光輪と平行に進行し，キャリッジに

入射する。

　ＮＤフィルタは，直径約７ｃｍの円盤で，濃度が円周

方向に連続的に変化する反射形の調先哲である。この中

心には角度同期モータが直結してあり, VISSR架モニ

タ盤上のイソテソシティダイヤルに直結された角度同期

モータと連動している。したがって，ＮＤフィルタのレ

ーザビーム中心に対する回転角度は，このダイヤルの設

定に一致する。ダイヤルは微動が可能で，目盛は角度で

示してあり，数値が大きいほどフィルタ濃度は低くな

り，フリレム面の露光量が増加する。角度同期モータの

角度分解能は約0.1度である。またダイヤル目盛と露光

減衰量との関係をFig. 17 に示す。

　シャッタはロータリソレノイドで駆動され，ステップ

コードが論理１のとき開くようにしてある。　これによ

り，フィルムヘの多重露光を防止する。

　キ申リッジは，副走査軸のリードスクリューにより副

走査方向に移動するアセンブリで，一対の円筒面レンズ

からなる集光器と反射鏡，および対物レンズが取付けら

れている。この部分の構成をFig. 18 に示す。円筒面レ

ンズ対は，ビームを一方向だけについて集光するので，

光学ベンチから入射するレーザビームの断面は円形であ

るが，円筒面レンズ対を出たときの断面は楕円形にな

る。この楕円の長径は入射光の直径に等しいが，短径

は，２つの円筒面レンズの焦点距離で定まる。このビー

ムは反射鏡によりドラム面に対して垂直に曲げられて対

物レンズにはいる。
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ズ自体の精度により若干大きくなる。記録に使用するビ

ームの寸法は，主走査方向が副走査方向よりも小さくな

るように，各レンズ系の調整を行なう。エクスパンダか

ら出るビームの直径はレンズの最小ｆ数を与え，円筒面

レンズ対を出たビームの短径がレンズの数の最大値を定

める。

　実際にフィルムに記録される可脱１ワードの大きさ

は，主走査方向，副走査方向にそれぞれ40ミクロソ，53

ミクロソ（顕微鏡による目視）となっている。

　　　　　　　Fig. 16　Optics Bench

　対物レンズは，円筒面レンズとは独立にビームサイズ

を定めるために使用されている。

　このレンズは，長径に対する作用は一定で，短径の焦

点距離を変化させる。ビームの寸法は，スポットサイズ

がレンズのｆ数に反比例することを利用して調整する。

この関係は，基本的には次の式で与えられる。

　いま求めるスポットの直径をＤとし，波長をj，焦点

距離をＦ，入射光直径をDiとすると，

　　2×1.22λＦ

一一一一－　　　　Di

となる。

　この式ではスポットサイズとして理論的に与えられる

最小値が示されるが，実際の寸法はビームの散乱やレソ

　㈲　プロセッサ

　プロセッサはドライシルバーフィルムを加熱現像する

部分で，フィルムを載せる布製の搬送ベルト，引込みモ

ータ，送りモータ，ｐ－ラ，および電熱オーブンからな

る。この構造をFig. 19 に示す。

　引込みモータと送りモータは，搬送ベルト駆動ローラ

の左と右に，それぞれ方向性クラッチを介して直結して

ある。方向性クラッチは一方向の回転に対して接続し，

逆方向に対しては切離す作用をするので，遠く回転する

方のモータによってベルトが駆動される。

　これらのモータは，マイクロスイッチとプロセッサク

イマにより動作するもので，プロセッサ内膳の状態には

無関係にベルトを駆動する。

　マイクロスイッチはフィルムを検出するもので，ファ

ーストスルーモーターとプロセッサタイマの電源スイッ

チとなっているほか，レコーダコントロール盤のマスク

リセットを出力させて, LBR装置をロードシーケンス

の始めに復帰させる。オートモードでは直ちにフィルム

の巻付けが始まる。

　プロセッサタイマは自己保持回路があり，プロセス時

間と待ち時間を設定する。待ち時間はベルトのファース

トスルーによってオーブンから逃げた熱の回復を待つも

ので，40秒から１分程度に設定し，この間スロースルー

モータの電源を断にして，フリレムをオーブンの入口附

近に止めておく。一方プロセス時間はスロースルーモー

タの電源電圧により，フィルムの全長がオーブンを通過

するのに要する時間に合わせる必要かおり，待ち時問が

含まれるので約10分程度に設定する。

　電熱オーブンは，搬送ベルトをはさんで上下２本ずつ

のメイソヒータと，タインヒータの左右内端に付加した

エンドヒーク４枚で構成されている。これらのヒータ

は，厚さ約1cm,幅と長さがそれぞれ約22cm,約66 cm

のアルミ板に取付けてあり，これら中間に固定した厚さ

約１ｍｍのアルミ板の上を通過する搬送ベルトを加熱す

る。
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Fiff. 17　Light Attenuator Characteristics

Fig. １８　Lens Carridge Assemblv

　これらの板にはそれぞれ５個の節電対が一定間隔に貼

り付けてあり，オーブソ温度の制御と読取りに使用して

いる。上の板（トッププレート）とベルトの間の空気の

３００°
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温度は16側目の節電対により読取ることができる。

　これらは上中下の順に南側から1, 2,……, 14,15

16と付番され，奇数番号のものと16番目の出力電圧が，
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FILM

GUIDK

　　ＬＯＡＤ」　　　　‾‾

CAPSTAN

　　　　Fig. 19　Film Transport Block Diagram

切換えスイッチを通してVISSR架モニタ盤の温度メー

タに表示される。これらには補正用トリマポテンショメ

ータが直列に接続してあり，メータ表示を校正できる。

使用している節電対は鉄・コソスタソタソ（IC）タイプ

なので，校正する場合は節電対ブリッジ回路を組み, ic

の節起電圧表を用いて行なう。

　温度制御には上下の板の節電対各１個（４番と14番）

を断続制御ユニットに使用する。

　これはラブコソトローラという商標のもので，ダイヤ

ルにより温度を設定できる。板上の温度安定度は±0.1

度程度と思われる。ラブコントローラは上利用と下側用

のものが，比較的温度の安定したレコーダ利の下部に取

付けてあるが，頻繁に調整するものではないので外装板

で覆われた内部にある。

　メイソヒータは120V, lkWの棒状ヒータで，２本を

直列に接続して100Vで使用している。エソドヒータは

115V, 75Wの回状ヒータで，メイソヒータ両端の温度

低下を補うために使用している。加えられる電圧は115

Vまでであるが，各ヒータと直列に合計４個の可変抵抗

器を接続してあり，これにより発熱量を調整できる。メ

インヒータとエソドヒータの電源は，ラブコントローラ

により同時に制御される。オーブンには上下別々にサー

モスタットが取付けてあり，温度制御が故障したとき電

源を切る安全回路となっている。

　搬送ベルトは長時間使用すると変形したり一方向に片

CONVEYOR

ROLLER

CONVKYOR

BELT

ＭＯＴＯＲ＆ＣＬＵＴＣＩＩ

(ＯＮＥ OF ＴＷＯ)

寄ったりするので，定期的に点検する必要がある。

　フィルムの現像状態は，使用するフィルムの特性（ロ

ット番号）やレーザの出力（イソテンシティダイヤルの

設定値）により異なるが，フレームシンクロナイザのテ

ストパタンジェネレータにより，フィルム全体に一定露

光を施し，その濃度が1.0±0.1程度になるようにする。

これをユニフォーミティチェックという。現像状態その

ものは，オーブソ温度とそのバランス，および搬送ベル

トの速さに大きく左右される。濃度の均一性を良くする

には，ベルト送り速さを遅くして，オーブソ温度を低め

にするとよいが，加熱によってフィルム面が平らでなく

なるので，トッププレートに近付いた部分の濃度が高く

なりムラを生じるなど，単純には解決できない問題があ

り，方式自体を検討する余地があると思われる。

　3.技術的特徴

　ＬＢＲの特徴は，その名称の由来のように，光源にレ

ーザ管を使用していることであるが，この他にも特筆す

べき点があるので，それらについて述べる。まずSVデ

ータ自体であるが，ＰＮ符号化してあるため，1-(3)に示

したような利点がある。またドキュメンテーショソとし

てS/ＤＢから出力されるフレームコード，ステップコー

ドにより, LBRの動作が制御され, VISSRデータの地

上における最終的な出口としての役割をなさせる。そし

てダリッディングのためのデータを，IRセクタの９ビ
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ット目として特に設けているため, LBR側でグリッデ

ィングを施すか否かの選択が可能になっている。なおフ

ィルムフォーマットに示したフィデューシャルマーク

（目盛）線のデータはグリッドビットに含まれており，

デジタルビデオ盤でグリッドＯＵＴとすると記録されな

い。同様の理由により，アノテーション，グレースケー

ルの部分には記録されない。　これはS/ＤＢにおいて，

それらを画像データとは別に考え，グリッドビットを使

用しないためである。

　次にVISSR架であるが，各盤にそれぞれ特徴があ

る。

　①　レコーダコントロール盤

　レコーダ／プロセッサの動作シーケンスは，すべて電

子回路で作っており，マイクロスイッチ，リレーなどを

除いて機械的な部分がない。これは運用と保守を容易に

しているが，雑音や調整外れによって誤動作をまねくこ

とがある。

　②　デジタルビデオ盤

　IRのビデオデータ１セクタ分のデータ（6688ワード）

を格納するメモリにより，IRとVISの分解能の差を，

レーザのスポットサイズを変えることなく調整している

こと。およびフィルムのガンマ特性の補正と記録の陰

画，陽画の選択を. VIS, IR各８個のＰＲＯＭにより，

ＤＡ変換する前のデジタルビデオデータのうちに処理し

ており，安定性と再現性の点で優れている。

　③　ドラムサーボ盤

　ＶＣＸＯにより安定性のよいドラムの回転が得られるほ

か，分周数を変えることにより，回転数を大幅に変化さ

せることができる。

　　(約165から1100ＲＰＭ)

またＰＬＬを利用した伝送同期方式なので，同期の追随

性がよく，入力データの局期にジッタがあって払それ

を平均化する作用がある。位相差検出にゲーテドフリッ

プフロップを使用している点も特徴であろう。ただしサ

ーボ回路のプリアンプの各種バイアス調整が容易でない

ことは先に述べた。

　レコーダ／プロセッサの特徴の大きなものは，ドライ

シルバーのロールフィルムを使用したことにより，フィ

ルム現像のための薬品や給排水設備ぱ必要なく，明宮中

で運用できるため，どこにでも設置できることと，22イ

ンチ角の大きなフィルムに歪のない記録の可能な回転ド

ラム方式によることである。

　ただしフィルム交換は暗室で行なうことと，保管は4

°C以下とすることが要求されるので, MSCでは運用と

保守の便宜をも考慮して，レコーダ／プロセッサの周囲

に２重の暗幕を設けるほか，保管用冷蔵室を別に設置し

た。

　細かい点では，レーザ光を必要な形にするために，従

来のアパーチャ（スリット）によらず，シリンドリカル

レンズ対を使用している点で，回折による干渉縞などは

原理的に生じないので，記録密度を高めることができ

る。

　また記録濃度の調整は，連続的に濃度の変化する反射

型フィルタとシンクロモータとによるので，運用が容易

である。これらは我が国での製作が容易でないと言われ

ている。

　このほかの特徴として次のものがある。

　①　フィルムを切断する長さは，フィルムの送り出し

にパルス（ステッパ）モータを使用し，モ･-ﾀに加える

パルスの数で決める。

　②　ドラムの停止住設は，エンコーダから得られる

1/ＲとＮ／Ｒのパルスにより，計算上0. 2°の精度で決

めることができる。

　③　副走査は。リードスクリューにステッパモータを

直結してパルス的に行ない，IRセクタに対しては副走

査しない。

　④　フィルムをドラム面に密着させるため，ドラムを

中空にし，ドラム面に穴を設けてバキウムポソプで吸引

する。このためフィルム上が21.5インチよりも短く切

断されると，ドラムの回転中に外れることがある。実際

に切断されるフィルムの長さは，ロールの始めと終わり

とでO,5インチ近く変化する。これは々－ルの直径が変

わって慣性能率が変化するため，ｐ－ル径が大きいとき

は，送り出しのキャプスタンのところでフィルムがすべ

り送り出される量がキャプスタソの回転量（パルス）数

よりも少なくなるためと説明されている。遂に22インチ

よりも長いと，アンロードでフィルムの後端が開いたク

ランプに狭まれて，プロセッサにはいらないニとがあ

る。フィルムの切所長を一定にする方言を設けること

が，今後この種の装置の開発にあたって考慮されるべき

である。

　最後にＴＤＲの特徴としてＥＯＴ検出機能を利用し

て，プログラムタイマによる自動運用を可能にしている
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　　　Table ４　LBR Modulation Transfer Function Readings
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点と，SVデータをそのまま１本のチャネルに記録して

いる点がある。しかしこのため磁気テープは３時間ごと

の観測に対応して１日８往復するので，磁気ヘッドは消

耗が激しい。ヘッドの寿命は概ね1000時間とされている

ので，毎年新品と交換しなければならない。

　4.局内調整データ

　昭和51年12月のＬＢＲ取付調整特（完成検査吟）およ

び昭和52年８月の保守点検時（ＧＭＳ　ミッションチェッ

ク事前調整）に得られたデータを以下に示す。　Table 4

は，ＬＢＲのＴＰＧのＦＵＬＬ，ＳＣＡＬＥ波形を記録した

フィルムをマイクロデソシトメータにより濃度測定した

もので，データに対するフィルム濃度の変化を求める試

験である。これは変調伝達特性(Modulation Transfer

Function; ＭＴＦ）といわれるもので, LBRの分解能を

与える。喪中Dmax, Dminはそれぞれ濃度の最高，最

低を表わし，実測値（ＭＥＡＳＵＲＥＤ）とベース濃度を加

えた補正値（ＣＡＬＣＵＬＡＴＥＤ）を示している。　Emax,

Eminはグレースケールを用いてそれぞれDmax, Dmin

を入力データの値に変換したもので，データの圃周波数

　（論理Ｉと論理Ｏの繰返し）が高くなるほど記録濃度の

　８

３．１７

　　　　　　　　　SAMPLES/CYCLE(RESOLUT工ＯＮ）
　　　　　　　　　LP/MM

Ｆｉｇ･.２０　LBRModulation Transfer Function

　　　　　Curve

変化幅が狭くなり，黒（灰色）に近づくことがわかる。

この特性をFig. 20に示す。

Fig. 21 は，レーザ電頭部の測宅用直流入力レベルの
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ダイヤル値に対するレーザ出力で，負帰還を外したオー

プンループ特性である。　測定はレーザパワーメークSP

ECTRA　Physics 404を用いた。

　なお完成検査時の最大最小出力比（エクスティソクシ

ョソ比）は，ビームエクスパソダの出口で3.2mW対

1.2μＷで2.66×103となっている。最大出力時にレー

ザ管から直接得られる出力は，この場合５ｍＷである。

　Fig. 22 はプロセッサの現像濃度の均一|生を点検する

もので，ＴＰＧのLEVEL NO GRID ６を用いる。測定

はMACBETH ＴＤ-500透過形濃度計を用いた。測定濃

度は1.2±0｡ 1 程度がよいと思われるが，プロセッサ温

度，イソテシティ設定により大幅に変化する。下段の保

守点検時の測定値は，プロセッサ温度が若干高かったこ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｎ
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Fig. 21　Laser ＰｏヽverOutput
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　　　　　　　Fig.22　Dencity Uniformity Check Reading
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Table 5 RMS Drum Jitter Measuring

Drum Speed [RPM] 50 90 100 110

S/DB Time Reference
[ys] 239 615 133 320.9 119 807.5 109 101.9

Measured Drum
Jitter in every
20 second [yS]

239 614.1

1.1

3.6

5.8

5.9

2.5

5.3

3.9

2.0

7.3

5.6

4.9

6.0

4.4

2.1

4.4

5.9

3.3

2.1

6.8

133 320.9

1.4

1.1

1.2

0.4

1.0

0.9

0.7

0.6

0.4

0.5

0.6

1.7

1.5

0.2

1.1

1.8

1.0

0.8

0.5

119 807.8

7.7

7.5

7.1

6.8

7.0

7.3

7.2

7.6

7.3

7.3

7.2

7.5

7.7

7.1

7.3

7.0

7.3

7.3

7.2

109 101.9

2.3

1.6

2.2

2.1

1.7

1.5

2.1

1.5

2.1

1.3

2.2

2.2

2.3

2.0

2.3

2.0

1.8

2.5

2.5

RMS Drum Jitter

[US] 1.76 0.446 0.259 0.341

Jitter MaximumTolerance [uS] 2.4 1.33 1.2 1.1

mm*o.4≫irs< & ofc. toa level 9 -m

LBR o %ongjlj£%?!li2-t * i filTc i *≫*0 t?* *.

tfe S/DB o TPG ^^^t4|tO GMS cgfe& R t'y h u- h /-f X<b AC ^A (photo. 1―2)

A[≪I^|!i:O^|&^20#r:<!:^^≫fc%<D^ Table 5 ic H50 £*t≪≫JfeOia!tf-a#fcrajS!6≫*5%OiSfc*i

photo. 1 0. lv/D, lftSec/U
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Photo. 3 0. lv/D, 10m Sec/D

DETERMINE

MAX-MIN

WORD NR'S FOR
USE ON FIG-C

(MAX)

i

H
53
Z
wo

(MIN)

o £

O en

ENHANCED

OUTPUT

WORD

2.5

0

255

0

fc-MIN N-MA&

Photo. 4 0.lv/D, 10m Sec/D

･* D-MAX

+ ! D-MIN

I
II

0 WORD NR. 255

LOG SCALE

MAX-MIN
DATA
VALUES
FROM
FIG-B

■v
DATA AREA

＼ ' OF INTEREST

＼ ,"*~ TO BE
~ ＼― ENHANCED

N-MAX

>

MAX-MIN
WORD NR.
FROM
FIG-A

(A)
BASELINE

CURVE

(R)
D-MAX/D-MEN

FROM DATA

(C)
ENHANCEMENT

CURVE

･ROLLOVER POINTS AND DEGREE OF
HI-LO END CUTOFF TO BE DETER-

MINED PY PROGRAMMER.

INPUT WORD
TO BE
ENHANCED

Fig. 24 PROM Enhancement Curves
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Data　sequence

NRZ-Level (ｏr NRZ Change)

"ONE"　is　represented　by one　level.

”ZERO"　is　represented　by　the other
level.

NRZ-Mark (Differential　Encod ing)

　‘'ONE"　is　represented　by ａ　change　in

　level, "ZERO"　is　represented　by　no

　change　in　level.

NRZ-Space (Differencial　Encoding)

　"ONE"　is　represented　by on　change　in

　level. "ZERO"　is　represented　by

　change　in　level.

RZ

　"ONE"　is　represented　by　a　half　symbol

　wide　pulse,‘'ZERO"　is represented　by

　ａ　nopul se cond i tion.

Bi-Phase-Level (Split　Phase　or　Manchester

Code）　"ONE"　i s　by　a　haif-symbol　wide

　pulse of　one　polari ty.”ZERO" is　by ａ

　half-symbol　wide

　polari ty.

Bi-Phase-Mark

pui se of　the oppos i te

　A　transition occers　at　the　beg inn ing of

　every　symbol　period. "ONE' l　is　by ａ　second

　trans i tion　one-hal f　symbol　period　later.

　"ZERO"　i s　by　no　second　trans i t ion .

Bi-Phase-Space

　A　trans i tion　occurs　at　the　beginn ing　of

　every　symbol　period. "ONE" iｓ　by　no

　second　transition. "ZERO" i s　by ａ　second

　trans i t ion　one-hai f　symbol　period　later.

Delay Modulation (Miller　Code)

　"ONE" is　by ａ　signal　trans i t ion　at　the

　midpoint of　the　symbol　period. "ZERO" is
ｙ
ｙ
ｂ
ｂ no　trans i tion　unless　it　is　followed

another　zero. In　the　latter　instance.

rans it ion　is　placed　at　the end of　the

　　　symbol　period　of　the　first　symbol.

ａ　transit ion　is　placed　at　the end of　the
０

Ts

2Ts　　4Ts

　　　3T. 5T
6Ts 　　　8Ts　　lOTs　　　→tﾆ

7Ts　　　9Ts　　:LIT.

Fig. 25　Various PCM Waveform

ハムはレーザ出力に含まれるもので，濃度１前後のユニ

フォーミティテストを行なうと，木目模様として現れ

る。実際の画像にも現れることがあり，解決すべきもの

である。

②　フバレム切断長の変化

３の技術的特徴の網かい特徴点④に述べたこと。

③　レーザ出力の飽和

パルス状の人力に対するレーザの出力が低下し，最大

出力が得られなくなる。ＴＰＧのＲＡＭＰ波形およびＬ

EVEL GRID に対する応答はそれぞれphoto. 3 ，4のよ

うになる。これはレーザ変調信号の調整とも無関係では

ないが，温度の影響もあると思われる。発生原因，解決

泉ともに今後の調査を要する。

④　プロセッサの現像ムラ

２の動作原理で8)で述べたこと。
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LIGHT
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レ

コ

UNEXPOSED FILM

MIRROR

OBJECTIVE LENS

Ｃ()ＮＴＲΛCTon LENS

SHUTTER
　(ＯＵＴ)

　　　　　　　SHUTTER

ＬＩＧＩｒ

yr　

(IN)

BEAM

EXPOSED FILM

姉

RECORD SEQUENCE

1. SHUTTER IS MOVED OUT ()Ｆ

　　BEAM PATH
2. CARIUAGE STEPS IN SYNCH-
　　KONISM WITH TlIK INCOMING
　　ＶＩＩ)ＥＯSYNC
　　　　THE OPTICAL ELEMENTS
　　　　SHOWN ARE MOUNT日)ＯＮ
　　　　THE CARRIAGE

１

SHUTTER IS MOVKD TO INTER-
CEPT BEAM AT END OF
F1?AME (END OF RKCOIID)

2. CARRIAGE IS DRIVEN TO

　　　BEGINNING OF RASTE Ｒ

　　　POSITION

3. DRUM IS ＤＥＣＥＬＥＲＡＴＥＩ）ＴＯ

　　　LOAD SPEED

Fig. 26　Record Sequence Diagram

　　　CLAMP
OPEN POSITION

一
け
子

RUBBER LINER

Fig. 27　Holddown Clamp
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⑧

⑧、

⑧、、

SLEW MOTOR(LM)

CONVEYOR BELT

ﾏニア：

１

２

３

１

２

１

DRUM STOPS AUTOMATICALLY
AT INDEX NO. 1

FILM CLAMP IS OPENED
DRUM (MOTOR IS PULSED TO

MAKE CONTACT BETWEEN
THE FILM EDGE AND THE

SLEW MOTOR SWITCH; DRUM
BRAKE IS DE-ENERGIZED

SLEW MOTOR drivp:s THE

CONVEYOR BELT

THE CONVEYOR DRIVE ROLLER
PULLS THE FILM FROM THE
DRUM

SLEW MOTOR IS DEACTIVATED
BY SWITCH (CONVEYOR STOPS)

FILM EDGE STOPS SHORT OF
OVEN e:ntrance

2. BRAKE IS APPLIED TO DRUM

1. DEVELOP MOTOR IS ACTIVATED

　　AFTER ≪ 1 MINX'TE DELAY
2. DEVELOP MOTOR STOPS AFTKR
　　ｚ８MINUTE INTERVAL TIMER
　　TIMES OUT

3. PROCESSED FILM DROPS INTO

　　THE COLLECTION BIN

Fig. 28　Unload and Process Sequence Diagram

参考文献

LASER　BEAM RECORDER 取扱説明書

GMS　S/ＤＢシステム承認図

化学と工業　第27巻第10号

　なおＬＢＲシステムに関する参考図をFig. 23 から

28に携げた。
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